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文 教 常 任 委 員 会 記 録 
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  平成２９年３月１０日（金）午前９時５８分 開会 

               午後４時２９分 散会  
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  委  員 水 谷   毅 委  員 渡辺 慎吾 
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  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正     教育長 箸尾谷知也 

教育総務部長 山本和憲  同部参事 東角泰典 

総務課長 溝口哲也  子育て支援課長 木下伸記 

生涯学習課長 柳瀬哲宏   

  次世代育成部長 前馬晋策  同部参事兼こども教育課長 小林寿弘  

学校教育課長 野本憲宏  同課参事 奥野友紀 

教育支援課長 撰田裕美 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局参事兼局次長 橋本英樹 同局書記 渡部真也 

 

１．審査案件 

  議案第 １号 平成２９年度摂津市一般会計予算所管分 

  議案第 ９号 平成２８年度摂津市一般会計補正予算（第５号）所管分 

  議案第１９号 摂津市附属機関に関する条例の一部を改正する条例制定の件所管分 

  議案第２１号 摂津市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例

制定の件所管分 
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（午前９時５８分 開会） 

○市来賢太郎委員長 ただいまから、文教

常任委員会を開会いたします。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 先日の代表質問に引き続きまして、委員

会を開催いただき大変ありがとうござい

ます。 

 本日は、先日の本会議で委員会に付託さ

れました４件の議案についてご審査いた

だきますが、何とぞ慎重審査の上、ご可決

いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 

○市来賢太郎委員長 挨拶が終わりまし

た。 

 本日の委員会記録署名委員は、渡辺委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 異議なしと認め、そ

のように決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前 ９時５９分 休憩） 

（午前１０時    再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。 

 本２件について、補足説明を求めます。 

 山本教育総務部長。 

○山本教育総務部長 おはようございま

す。 

 それでは、議案第１号、平成２９年度摂

津市一般会計当初予算のうち教育総務部

が所管しております事項につきまして、予

算書の事項別明細書の目を追って、その主

なものについて補足説明をさせていただ

きます。 

 まず、歳入でございます。２８ページを

お開きください。 

 款１２分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金は、通所給付費負担金な

どでございます。 

 ３０ページ、款１３使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料は、市立児童

発達支援センター用地使用料でございま

す。 

 同ページから３２ページ、目６教育使用

料は、学校体育施設等使用料、学童保育室

保育料、公民館使用料などでございます。 

 ３４ページから３６ページ、款１４国庫

支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫

負担金は、通所支援等負担金、児童手当負

担金、児童扶養手当負担金などでございま

す。 

 ３６ページから３８ページ、項２国庫補

助金、目２民生費国庫補助金は、児童虐待

防止対策支援事業補助金、ひとり親家庭自

立支援給付金事業補助金などでございま

す。 

 ３８ページ、目６教育費国庫補助金は、

学校施設整備費負担金などでございます。 

 ４０ページから４２ページ、款１５府支

出金、項１府負担金、目１民生費府負担金

は、通所支援等負担金、児童手当負担金な

どでございます。 

 ４２ページから４４ページ、項２府補助

金、目２民生費府補助金は、大阪府新子育

て支援交付金、ひとり親家庭及び子どもに

対する医療費補助金などでございます。 

 ４６ページ、目８教育費府補助金は、わ

くわく広場などに対する教育コミュニテ

ィづくり推進事業費補助金でございます。 

 ５２ページ、款１９諸収入、項３貸付金
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元利収入、目１奨学資金貸付金元金収入は、

奨学資金貸付金償還金でございます。 

 ５８ページ、項４雑入、目２雑入は、小・

中学校給食費負担金、日本スポーツ振興セ

ンターの保護者負担となる掛金、チャレン

ジャークラブ参加負担金などでございま

す。 

 続きまして、歳出に移らせていただきま

す。 

 まず、民生費についてご説明をいたしま

す。 

 １１０ページから１１４ページ、款３民

生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務

費は、市立児童センター及び市立児童発達

支援センター運営委託料、つどいの広場に

対する地域子育て支援拠点事業補助金、児

童発達支援事業等にかかる通所給付費の

ほか、主要事業１２ページにございます、

５１番の家庭児童相談室の一部機能を本

庁に移設し、児童虐待対応の体制強化に係

る経費などでございます。 

 目２児童措置費は、児童手当及び児童扶

養手当の扶助費などでございます。 

 同ページから１１６ページ、目３児童福

祉施設費は、市立保育所の管理運営に係る

経費で、給食に係る賄材料費また維持管理

に必要な修繕料委託料などでございます。 

 １１６ページから１１８ページ、目４ひ

とり親家庭福祉費は、ひとり親家庭の自立

支援に係る経費などでございます。 

 １１８ページ、目５子ども医療助成費は、

子どもに対する医療費助成に係る経費で

ございます。 

 目６ひとり親家庭医療助成費は、ひとり

親家庭に対する医療費助成に係る経費で

ございます。 

 続きまして、教育費に移らせていただき

ます。 

 １６４ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る経費となっております。 

 同ページから１６６ページ、目２事務局

費は、教育委員会事務局の運営全般に係る

経費で、校務補助嘱託員の賃金、新入学児

童に対するランドセルの購入費、個人登録

をされている小学校・幼稚園の受付員の報

償金、新入学児童に付与する防犯ブザーの

購入費、通学路の安全対策のための交通専

従員業務委託料、団体登録をしていただい

ております小学校・幼稚園の受付員の委託

料、支援学校へ通学する肢体不自由児の児

童・生徒に対する自宅から通学バス停など

までの送迎タクシーの借り上げ経費、私立

高等学校等学習支援金などでございます。 

 １７０ページから１７２ページ、項２小

学校費、目１学校管理費は、小学校１０校

の管理運営のための消耗品、光熱水費、備

品購入費などの経費、施設の維持管理のた

めの委託点検経費、小・中学校３校の校務

員業務に係る委託料、また摂津小学校の校

舎増築及び既存校舎の改修工事に係る経

費、施設や設備の維持補修のための経費な

どでございます。 

 １７２ページから１７４ページ、目２教

育振興費は、卒業記念品の購入費、要保護

及び準要保護児童に対する扶助費などで

ございます。 

 １７４ページ、目３保健衛生費は、学校

医等に対する報酬、児童・教職員に対する

各種健康診断委託料、学校管理下における

児童の災害に対応するための日本スポー

ツ振興センター負担金、要保護及び準要保

護児童に対する医療費扶助などでござい

ます。 

 同ページから１７６ページ、目４学校給

食費は、非常勤の給食調理員の賃金、給食
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の賄材料費、給食調理業務に係る委託料、

準要保護児童に対する給食費扶助などで

ございます。 

 １７６ページ、目５支援学級費は、小学

校の支援学級の運営経費でございます。 

 同ページから１７８ページ、項３中学校

費、目１学校管理費は、中学校５校の管理

運営のための消耗品費、光熱水費、備品購

入費などの経費、施設の維持管理費のため

の委託点検経費、また施設や設備の維持補

修のための経費などでございます。 

 １７８ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費や要保護及び準要保護生

徒に対する扶助費などでございます。 

 同ページから１８０ページ、目３保健衛

生費は、学校医等に対する報酬、生徒・教

職員に対する各種健康診断委託料、日本ス

ポーツ振興センター負担金、要保護及び準

要保護生徒に対する医療費扶助などでご

ざいます。 

 １８０ページ、目４学校給食費は、中学

校給食に係る経費でございます。 

 目５支援学級費は、中学校の支援学級の

運営経費でございます。 

 同ページから１８２ページ、項４幼稚園

費、目１幼稚園管理費は、幼稚園３園の施

設維持管理に係る修繕費、保守点検費など

でございます。 

 １８４ページから１８６ページ、項５社

会教育費、目１社会教育総務費は新修摂津

市史の編さんに係る経費、社会教育委員報

酬など社会教育の一般的事務に係る経費

などでございます。 

 １８６ページから１８８ページ、目２青

少年対策費は、青少年指導員の報酬、こど

もフェスティバル、学童保育室及び放課後

子ども教室の運営に係る経費などでござ

います。 

 １８８ページ、目３公民教育費は、せっ

つ生涯学習大学や生涯学習フェスティバ

ルに係る経費などでございます。 

 同ページから１９０ページ、目４公民館

費は、公民館５館の管理運営のための消耗

品費、光熱水費、備品購入費などの経費、

施設や設備の維持補修ための経費などで

ございます。 

 １９０ページ、目５文化財保護費は、文

化財保護審議会委員報酬などでございま

す。 

 項６図書館費、目１図書館総務費は、摂

津市民図書館等協議会委員報酬などでご

ざいます。 

 同ページから１９２ページ、目２図書館

管理費は、市民図書館及び鳥飼図書センタ

ーの管理運営に係る経費でございます。 

 以上、教育総務部が所管しております平

成２９年度摂津市一般会計当初予算の補

足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２８年度

摂津市一般会計補正予算（第５号）のうち

教育総務部に係ります事項につきまして

補足説明をさせていただきます。なお、減

額分につきましては、事業の精査によるも

のでございますので、説明は省略させてい

ただき、増額要求をさせていただいている

部分のみ補足説明をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 まず、６ページの第２表、繰越明許費に

ついてご説明をさせていただきます。 

 款９教育費、項２小学校費、小学校施設

改修事業は、摂津小学校、味生小学校及び

鳥飼西小学校の屋内運動場改修工事に係

るものでございます。国の平成２８年度第

二次補正予算におきまして、交付金の内示

を受け、繰り越しにつきましても国の承認

があり、事業費の全額を繰り越しさせてい
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ただくものでございます。 

 次に、増額補正の主なものについてご説

明させていただきます。 

 まず歳入でございますが、１６ページ、

款１４国庫支出金、項２国庫補助金、目５

教育費国庫補助金は、学校施設環境改善交

付金で、先ほど繰越明許費でご説明させて

いただきました摂津小学校、味生小学校及

び鳥飼西小学校の屋内運動場改修工事に

係る増額分でございます。 

 続きまして、歳出に移らせていただきま

す。 

 ６６ページ、款９教育費、項２小学校費、

目１学校管理費は、先ほど繰越明許費でご

説明させていただきました摂津小学校、味

生小学校及び鳥飼西小学校の屋内運動場

改修工事に係る工事請負費などでござい

ます。 

 以上、平成２８年度摂津市一般会計補正

予算（第５号）に係る補足説明とさせてい

ただきます。 

○市来賢太郎委員長 前馬次世代育成部

長。 

○前馬次世代育成部長 おはようござい

ます。 

 議案第１号、平成２９年度摂津市一般会

計予算のうち次世代育成部が所管してお

ります事項につきまして予算書に従い、そ

の主なものについて補足説明させていた

だきます。 

 まず、予算書８ページをお開きください。 

 第２表、債務負担行為のうち次世代育成

部に係りますものは、民間保育所施設整備

補助事業でございます。これは、山田川公

園内への保育所等整備、正雀保育所民営化

に伴う園舎建て替えに対する補助を行う

ため債務負担行為を設定いたすもので、期

間及び限度額につきましては記載のとお

りでございます。 

 次に歳入でございますが、予算書２８ペ

ージをお開きください。 

 款１２分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金、節２児童福祉費負担金

は、市立及び私立保育所保育料でございま

す。 

 ３０ページ、款１３使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料、節１児童福

祉施設使用料は、子育て総合支援センター

遊戯室使用料などでございます。 

 同ページ、目６教育使用料、節４幼稚園

保育料は、市立３幼稚園の保育料でござい

ます。 

 ３４ページ、款１４国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金、節２児

童福祉費負担金は、私立保育園等の運営に

対する教育・保育給付費負担金でございま

す。 

 ３６ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金、節２児童福祉費補助金は、

市町村子ども・子育て支援事業計画に沿っ

て実施する延長保育事業や一時預かり事

業等に対する子ども・子育て支援交付金、

小規模保育事業所整備等に対する保育対

策総合支援事業費補助金、子育て支援員研

修等に対する子ども・子育て支援体制整備

費総合推進事業費補助金でございます。 

 ３８ページ、目６教育費国庫補助金、節

３幼稚園就園奨励費補助金は、私立幼稚園

の保護者に対する補助金でございます。 

 ４０ページ、款１５府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金、節２児童福祉

費負担金は、私立保育園等の運営に対する

教育・保育給付費負担金でございます。 

 ４２ページ、項２府補助金、目１総務費

府補助金、節１総合相談事業交付金は、進

路選択支援事業に対する補助金でござい
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ます。 

 同ページ、目２民生費府補助金、節４児

童福祉費補助金は、市町村子ども・子育て

支援事業計画に従って実施する延長保育

事業や一時預かり事業等に対する子ども・

子育て支援交付金でございます。 

 ４４ページ、節１０権限移譲交付金（こ

ども教育課）分は、認可外保育施設に関す

る事務の権限移譲交付金でございます。 

 ４６ページ、目８教育費府補助金、節１

は、小学校の通学路の安全指導を行うスク

ールガード・リーダー配置に対する補助金

でございます。 

 ４８ページ、款１６財産収入、項１財産

運用収入、目１財産貸付収入、節１土地建

物貸付収入は、私立保育園への建物貸し付

けによるものでございます。 

 ５８ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入、節１雑収入のうちこども教育課

分といたしましては、市立保育所に係る職

員等給食費負担金、児童主食費負担金、市

立幼稚園預かり保育利用料などでござい

ます。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上

げます。 

 それでは、１１０ページをお開きくださ

い。 

 １１０ページからの款３民生費、項２児

童福祉費、目１児童福祉総務費は、子ども・

子育て会議委員報酬、保育料審議会委員報

酬、私立保育園等の運営に対する教育保育

給付費負担金などでございます。 

 １１４ページからの目３児童福祉施設

費は、市立保育所の施設管理運営、耐震診

断等に係る経費、子育て総合支援センター

遊戯室開放委託料、私立保育園等への障害

児保育補助金などでございます。 

 １６４ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目２事務局費は、障害児介助員や障

害児等支援員の賃金などでございます。 

 １６６ページ、目３教育センター費の主

なものは、臨床心理士指導員、不登校や教

育相談に対応する教育指導嘱託員の報酬、

小学校及び教育センター配置の心理相談

員、適応指導教室パルを運営する教育支援

嘱託員の賃金、不登校等の児童・生徒に関

わる、さわやかフレンドの報償金、教育セ

ンターの維持管理に伴う光熱水費や委託

料などでございます。 

 次に１６８ページからの目４教育指導

費の主なものは、中学校の部活動推進や経

験の浅い教職員の巡回指導などを行う教

育指導嘱託員、いじめ問題対策委員会委員

などへの報酬、小学校に配置いたしており

ます小学１年生等学級補助員や学校読書

活動推進サポーター並びにスクールソー

シャルワーカーなどへの賃金、学習サポー

ターなどへの報償費、英語教育推進のため

の小・中学校への英語指導助手派遣、小学

生を対象とした学力定着度調査の実施、ま

た「（仮称）せっつＳＵＮＳＵＮ塾」開催

などに係る委託料などでございます。さら

には、小・中学校、幼稚園の校内研修に対

する補助金及び教育関係団体等への補助

金などでございます。 

 １７０ページ、目５教育推進費の主なも

のは、土曜つながり推進事業における指導

員の配置に要する報償費などでございま

す。 

 同ページ、目６人権教育指導費の主なも

のは、教育研究会負担金などでございます。 

 同ページからの項２小学校費、目１学校

管理費及びページは飛びますが、１７６ペ

ージからの項３中学校費、目１学校管理費

は、小・中学校のパソコン附属品に要する

消耗品費、パソコンやプリンタなどの修繕
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料、ネットワーク環境を含めたＩＣＴ機器

の保守委託料などが主なものでございま

す。 

 １８０ページからの款９教育費、項４幼

稚園費、目１幼稚園管理費は、市立幼稚園

及びべふこども園の施設管理運営に係る

経費でございます。 

 １８２ページ、目２教育振興費は、私立

幼稚園児の保護者に対する就園奨励費補

助金及び園児保護者補助金でございます。 

 以上、次世代育成部が所管いたしており

ます平成２９年度摂津市一般会計予算の

補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２８年度

摂津市一般会計補正予算（第５号）のうち

次世代育成部に係る事項につきまして 補

足説明させていただきます。 

 歳出につきましては、事業を精査し、不

用額を減額するものでございます。 

 また、歳入につきましては、歳出の減額

補正等に伴い、国庫及び府補助金を減額す

るものでございます。 

 以上、平成２８年度摂津市一般会計補正

予算（第５号）の補足説明とさせていただ

きます。 

○市来賢太郎委員長 説明が終わり、質疑

に入ります。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 おはようございます。それ

では、質問させていただきます。 

 予算概要と予算書、両方でお聞きしたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 まずは、予算書の３７ページになります

けども、歳入で児童虐待防止対策支援事業

補助金がございます。 

 先ほどもご説明がありましたけども、平

成２９年、主に重点を置いておる取り組み

についてお伺いをしたいと思います。 

 続いて、予算書の１１２ページになりま

すけども、歳出、児童福祉総務費のファミ

リーサポートセンター運営委託料につい

てです。 

 昨今、保育ニーズも多様化しておりまし

て、求められる内容も多いかと思うんです

けども、会員の登録者数、活動状況である

とか、これまでの経過、また平成２９年、

予測される内容等について、わかる範囲で

教えていただければと思います。 

 続きまして、予算概要の５６ページにな

りますけども、民間保育所等施設整備補助

事業でございます。 

 昨年に比べまして、減額をされていると

思いますけれども、今、待機児童解消のた

めに、さらに１か所の小規模型の保育園の

設置を上げられておりますけども、現状の

待機児童数から見まして、それだけで待機

児童の解消につながっていくのかどうか。

平成２９年度市政運営の基本方針にもご

ざいましたけども、どういう取り組みをも

って待機児童の解消に向かっていくのか

お聞かせいただければと思います。 

 続きまして、予算概要の５８ページのひ

とり親家庭自立支援給付金事業でござい

ます。 

 ひとり親家庭に対しまして、自立支援を

行うということで大きく３種類の給付金

がございますけども、利用状況と平成２９

年の取り組みについてお聞かせいただけ

ればと思います。 

 続きまして、予算概要の１０６ページに

なりますけども、非常勤職員等任用事業で

ございます。 

 ここには、障害児介助員、障害児等支援

員のことについて記されておりますけど

も、平成２８年から平成２９年にかけての

人員等の増減がございましたら、その数と
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内容について、また平成２９年の重点的な

取り組みについてありましたら、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 続きまして、予算概要の１１０ページに

なりますけども、外国語活動支援事業です。 

 予算的には、前年度より３倍近く増えて

いるように思いますけども、その取り組み

についてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 同じく１１０ページの学力向上推進事

業でございます。 

 新規に学習指導委託料というのが計上

されております。先ほど部長のほうからも

補足説明があったんですけども、どういう

方向性でどういう内容を取り組んでいく

のかを、詳しくお聞かせいただきたいと思

います。 

 続きまして、予算概要の１１４ページの

小学校教育用コンピューター事業及び１

１８ページの中学校教育用コンピュータ

ー事業でございます。 

 平成２８年度は、小学校のコンピュータ

ー室、また中学校の壁かけ型液晶プロジェ

クター等の整備をされましたけども、平成

２９年度、それらの機器を活用しての取り

組みについてお聞かせいただきたいと思

います。 

 続きまして、同じく１１４ページの小学

校就学援助事業でございます。 

 新年度、給付額の変更等がございました

ら、その内容についてお聞かせいただきた

いと思います。 

 続いて予算概要の１２４ページになり

ます。学童保育事業です。 

 運営の民営化にあたりまして、平成２８

年度、審議会等も開催をされましたけども、

その内容と方向性及びスケジュール等に

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

 続いて、予算書に移りたいと思います。 

 予算書の１１６ページに児童福祉施設

費の補助金で、障害児保育補助金がござい

ますけども、前年よりも予算が増えている

ように思いますけども、その取り組みにつ

いてお聞かせいただきたいと思います。 

 続いて、予算書の１１８ページ、児童福

祉費の子ども医療助成費でございます。 

 平成２９年度市政運営の基本方針の中

にもございましたけども、平成３０年度に

向けての取り組み等もあると思いますけ

ども、今後、対象年齢の引き上げ等につい

て、どのように考えておられるのか。また、

対象であるとか、現状の考えをお答えでき

る範囲でお聞かせいただければと思いま

す。 

 続きまして、予算書の１６４ページの教

育総務費、事務局費の産業医報酬の件でご

ざいますけども、その内容についてお聞か

せいただきたいと思います。 

 続いて、予算書の１６８ページの教育総

務費、教育指導費の学習指導委託料でござ

いますけども、先に申し上げた内容と重な

るかもわかりませんけども、その取り組み

についてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 続きまして、予算書の１７２ページ、小

学校費の屋内運動場改修工事実施設計委

託料でございます。 

 先ほど説明もございましたけども、その

内容について、今回は対象とならない学校

について、今度どのようにされるのかお聞

かせいただきたいと思います。 

 あと同じく１７２ページの小学校費、学

校管理費及び１７８ページの中学校費、学

校管理費でございます。 

 その中の図書購入費につきまして、平成

２９年までの３年間の取り組みとして、書
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籍の充実を取り組んでいただきまして、感

謝を申し上げたいと思います。今後、どの

ようにしていかれるのか、方向性があれば、

お聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、予算書の１７４ページの小

学校費、学校給食費、小学校給食調理業務

等委託料でございます。 

 小学校の委託に関しましては、平成２８

年、さまざまなことがございましたけども、

平成２９年どのように取り組みをしてい

くのか。 

 また、委託を１校追加することになって

いると思いますけども、その選定に関して、

特にどういう点に配慮をされたのかお聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、予算書の１８０ページの中

学校費、学校給食費の委託料でございます。 

 中学校給食について喫食率が課題にな

っておりますけども、平成２９年に向けて

の取り組みについてお聞かせいただきた

いと思います。 

 最後になります。予算書の１９０ページ

の図書館費、図書管理費、需用費、修繕料

でございます。債務負担で過去に説明があ

ったかと思いますけども、その内容につい

てお聞かせいただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いします。 

○市来賢太郎委員長 答弁を求めます。 

 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子育て

支援課に係るご質問にご答弁申し上げま

す。 

 まず、家庭児童相談室の児童虐待防止対

策支援事業補助金に関してでございます。 

 虐待防止に関しては、きのうも新聞紙上

で載っておりましたけれども、全国的に虐

待通告の件数が非常に増加をしてきてお

ります。本市でも、今年度１月までと昨年

度同時期とを比較いたしますと約１．４倍

の通告件数となっております。 

 ご質問いただいた補助金につきまして

は、この体制強化のための補助金というこ

とで、本市では非常勤の社会福祉士１名の

任用に充当をしているところでございま

す。 

 今後の取り組みといたしましては、現在、

家庭児童相談室には、オンライン端末など

の情報端末がございませんので、通告が入

った場合には市役所の子育て支援課に電

話で問い合わせをし、世帯構成や年齢など

確認をしており、非常に効率の悪い部分が

ございます。また、市役所の関係各課、子

どもの健診、保育所の入所の状況といった

ことを確認するにあたっても、距離が離れ

ているために連携が取りにくいという部

分がございました。また、すぐそばに上司

がいないといったこともございましたの

で、より円滑な対応を行うために、虐待対

応の機能を市役所本庁に移設するという

ことを考えておるものでございます。これ

によりまして、スムーズな対応を心がけて

まいりたいと考えております。 

 次に、ファミリーサポートセンター運営

事業に関してのご質問でございます。 

今年度、平成２８年度の状況で活動件数

では、２月までで年間１７９件の実績がご

ざいます。また、会員の登録件数としては、

２５０人の方に登録をいただいている状

況でございます。 

 これまでにもご答弁申し上げておりま

すように、本事業につきましては、援助を

していただきたい方と援助をする方とが

登録をしていただきますが、特に援助をし

ていただく側の会員の増加が課題である

と考えており、市民や関係機関への周知に

努めてきたところでございます。広報やホ
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ームページ、また通信の発行などをしてき

ております。今後も引き続き会員の増加に

向けて取り組んでいきたいと思っており

ます。 

 次に、ひとり親家庭への給付金に関して

でございます。 

 この給付金につきましては、ひとり親家

庭の方の自立に向けての施策ということ

で取り組んでおるものでございます。 

 ご質問ありましたように、三つの種類が

ございますけれども、平成２７年度決算に

おきましては、このうち自立支援教育訓練

給付金の執行額が２万円、高等職業訓練促

進給付金が２１６万４，０００円というよ

うになっております。 

 それからまた、平成２８年度から実施さ

せていただきました取り組みといたしま

して、高等学校卒業程度認定試験、いわゆ

る大検の試験でございますけれども、これ

に対しての受験に関する援助をさせても

らっておりますが、こちらのほうは、まだ

平成２８年度実績はございません。いずれ

も、１件あたりの金額が大きいものになり

ますので、過去の給付実績の平均をとりま

して、平成２９年度も予算要求をさせてい

ただいているところでございます。高等学

校卒業程度認定試験の事業につきまして

は、今後も周知に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 引き続きまして、就学援助事業につきま

してでございます。 

 平成２９年度につきましては、小学校、

中学校ともに、新入学児童・生徒学用品費、

新入学生に対して支給するものになって

おりますけれども、こちらの給付額を小・

中学校とも約２倍で増額を考えていると

ころでございます。金額といたしましては、

小学校が現行２万４７０円から４万６０

０円に、それから中学校につきましては、

現行２万３，５５０円から４万７，４００

円にという形で単価を改正する予定でご

ざいます。 

 引き続きまして、学童保育事業につきま

してのご質問でございます。 

 学童保育につきましては、平成２７年度

からの児童福祉法の改正により、市町村が

実施主体となりました。昨年１１月に子ど

も・子育て会議を開催させていただきまし

た。会議の中で、学童保育室についてサー

ビスの向上、延長保育の実施、それから土

曜日保育の実施を進めるということを議

論いただきまして、そのサービス向上に資

する方向で意見書をいただいているとこ

ろでございます。意見書の中身として、そ

の財源の確保として民間委託ということ

でご承認いただいたものとなっておりま

す。 

 今後、このサービス向上に向けて、一部

民間委託、それから一部直営という形で実

施をしていきたいというように思ってお

りまして、両者ともに同時にサービス向上

がスタートできるように取り組んでいく

ということで考えております。現在、それ

に向けて庁内で検討を進めているところ

でございます。早期の実施に向けて、取り

組んでまいりたいと考えているところで

ございます。 

 それから、子ども医療費助成事業につい

てのご質問でございます。 

 先の代表質問でもご答弁申し上げてお

りましたように、子ども医療費助成につき

ましては、平成２９年の６月の市議会にお

きまして、高等学校の年代、１８歳までの

年代に対象年齢を引き上げることで、条例

改正並びに事務に要する経費の補正予算

を提案させていただきたいと考えており
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ます。 

 また、１０月の定例会におきましては、

２２歳のいわゆる大学生年代の方につき

ましての制度を条例提案させていただく

とともに、事務に係る経費もご提案させて

いただきたいと考えております。 

 この対象者につきましては、１８歳まで

は、中学生までを対象としております現行

制度と同様に、所得制限を設けずに年齢の

みの要件とした制度というように考えて

いるところでございます。 

 また、２２歳到達の年度末の方、いわゆ

る大学生の年代の方につきましては、学生

のみとするのか、あるいは学生とした場合

にどのような範囲まで対象とするのか。そ

れから、下宿・寮などで親もとを離れて他

市で生活しておられるような方に対して、

どのような形で扱うのか、夜間学校など通

学しながらお仕事をされておられるよう

な方に対しての扱いをどうするのか、所得

制限なども含めて、どのような制度にして

いくかを、今後検討してまいります。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 それでは、こど

も教育課に係りますご質問にご答弁申し

上げます。 

 まず、平成２９年度の待機児童に対応す

る対策でございますけれども、平成２９年

度は、とりわけ安威川以北地域の待機児童

対策といたしまして４月１日に千里丘東

３丁目におきまして、定員１９名の小規模

保育事業所Ａ型を開設いたします。また、

既存施設において、定員の１０名増を図っ

てまいりたいと考えております。 

 ですが、年度当初に予想２０名から３０

名の実待機児童数が生じることが予測さ

れております。保育所入所を希望されなが

ら待機となっている保護者の方々の切実

な思いは、十分理解をしております。保護

者の方が希望される保育所等への入所は、

希望施設の偏りであったり、待機児童の多

くを占めるゼロ歳から２歳児の待機児童

の受入体制、こういったことから困難な状

況も予測されますけども、できるだけ多く

の方が希望される施設に入所されるよう、

こまめに民間保育施設等と連携をとりな

がら、入所の事務手続を進めてまいりたい

と考えております。 

 次に、障害児保育補助金に関するご質問

でございます。保護者が障害児保育を希望

される場合、障害児加配が必要か否かは、

子どもの発達検査による指数、医師の診断

書または関係機関の所見書等を参考にし

た書面に加えて、臨床心理士による保育園

での１日保育の様子、ケースワークを実施

する中で、子どもにとって加配が必要であ

るのかどうかを総合的に判断した中で、障

害児加配を決定しておるところでござい

ます。 

 障害児加配を決定する場合は、民間保育

園に対し、補助をしております。また、増

額になっている主な理由でございますけ

れども、平成２９年度からは、この障害児

加配の補助の仕組みを少し変えまして、今、

申し上げた部分に加え、障害児加配対象者

の方以外であっても、保護者の同意の有無

にかかわらず、配慮が必要とされると思わ

れる子どもがおられる場合、保育所等の定

員に応じて補助金を交付する仕組みを創

設したところでございます。そのようなこ

とから、障害児保育補助金につきましては、

増額になっているところでございます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 撰田課長。 

○撰田教育支援課長 非常勤職員等任用
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事業の質問にご答弁申し上げます。 

 障害児介助員でございますが、平成２８

年度は５名配置でございましたが、平成２

９年度は４名、障害児等支援員は今年度１

９名でございましたが、来年度は２２名の

配置の予定でございます。 

 介助員が１名減の理由は、定年に伴う退

職のためでございます。介助員のほうは、

市の非常勤一般職の任用の見直しから退

職者不補充としておりまして、その分、支

援員に移行していくというものでござい

ます。 

 内容といたしましては、重度・重複の障

害、生活介護が必要である、あるいは常時

見守りが必要で安全な確保が必要な児童・

生徒がいる学校に対して配置するもので

ございます。 

 平成２９年度は、新就学に伴うもの。病

状が進行したもの。小学校から中学校への

進学に伴い、配置替えをすることでの増員

となっております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 学校教育課にかか

わりますご質問にお答えをいたします。 

 外国語活動支援事業についてでござい

ます。 

 増額分でございますが、新たに大阪府公

立小学校英語学習６カ年プログラムであ

るＤＲＥＡＭを小学校の器具費として追

加したためでございます。 

 このＤＲＥＡＭでございますが、小学校

の６年間で活用できる英語の４技能、聞く

こと・話すこと・読むこと・書くことを段

階的に育成するプログラムでございます。 

 今年度、鳥飼西小学校及び鳥飼北小学校

で先行して実施をしてまいりましたが、児

童の関心意欲が非常に高く、その活用を心

待ちにしているような児童もいたという

ことで、今後、平成３２年度より実施され

る予定でございます小学５・６年生の英語、

外国語ですね。それから、今度は３・４年

生での外国語活動の実施を見込みまして、

来年度より全校でこのＤＲＥＡＭを実施

してまいろうと考えております。 

 続きまして、学力向上推進事業にかかわ

ります方向性や学習指導委託料の内容に

ついてご説明いたします。 

 学力向上につきましては、これまでも幾

度となく現状や方向性を申し上げてまい

りました。次年度に向けましては、今年度

作成をいたしました摂津の学校教育スタ

ンダードに基づきまして取り組みを進め

てまいります。その中でも、特に課題の大

きい学校以外の学習時間が短い点に着目

して、力を入れて取り組んでまいろうと考

えております。それから、ご質問いただき

ました学習指導委託料、これは予算書の１

６９ページの学習指導委託料、こちらのほ

うで民間に委託して行う塾、仮称ではござ

いますが、せっつＳＵＮＳＵＮ塾を開設し

たいと思っております。 

 こちらのほうは、現在、全国的にも広が

りを見せ、府内でも三島地区や北河内地区、

大阪市を中心に数市が実施しており、公設

ですが民間の塾の内容と同じようなもの

でございます。勉強したくても場所がない

ですとか、それから費用面で負担が大きい、

近くで塾等に通わせたくてもなかなかな

いなどの理由で塾に通わせられないご家

庭を中心に学びの場を提供したいと思い

ます。 

 市内３か所、公共施設を使いまして、平

日の夜、週２日、小学校６年生と中学校１

年生を対象に、算数・数学で各クラス２５

名を上限として実施する準備を進めてい
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きたいと思っております。 

 続きまして、小・中学校の教育用コンピ

ューター事業あわせてご答弁申し上げま

す。 

 こちらは、今年度から減額となっており

ますが、これは今年度、整備いたしました

小学校のタブレット型パソコン及び中学

校のプロジェクターの設置工事が完了し

たということで、額が減っているところで

ございます。 

 このパソコンとプロジェクターにつき

ましては、今年度２学期に設置が完了いた

しまして、３学期より順次、学校におきま

して活用を始めているところでございま

す。少しずつの部分もございますが、学校

によっては、大きく取り組みがなされてい

るところもあり、授業が変わり始めている

状況でございます。特に中学校では、若い

教員がほとんど授業でこれを活用すると

いうような学校もあると聞いております。

写真や動画はもちろんのこと、資料や図・

グラフを投影して書き込むことで、生徒が

内容を理解・把握しやすくなっていると聞

いております。小学校では、これまでなか

なかできなかった調べ学習、それからデジ

タルコンテンツを活用した学習の内容、ま

た発表や写真等の撮影を使って、さまざま

な交流等の活用が行われているというよ

うに聞いております。 

 次年度は、この活用頻度の向上に向けて、

研究や、それから研修等を進めてまいりた

いと存じます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、総務課にかか

わりますご質問にお答えさせていただき

ます。 

 産業医報酬でございますが、こちらにつ

きましては、労働安全衛生法が改正されま

して、それにより職員の職場での心理的な

負担の程度を医師等により把握するため

の検査として、ストレスチェック制度が導

入されたということがございます。そのこ

とが職場に義務づけられまして、その結果

につきまして産業医資格をお持ちの方に

見ていただいて、それに合わせまして、職

員の方が面談等を希望された場合には、そ

の面談に応じていただくといったような

業務でございます。 

 また、それぞれ職場での巡視やその他個

別の面談対応等、職務の内容として定めら

れておりまして、その方を１名委嘱させて

いただく内容でございます。 

 続きまして、小学校の屋内運動場改修工

事実施設計委託料についてのご質問でご

ざいます。 

 こちらにつきましては、鳥飼北小学校の

屋内運動場、体育館の外壁補修、室内の床

や壁面の劣化改修等、また防水の改修工事

を予定させていただいておるもので、平成

２９年度に実施設計を行いまして、平成３

０年度で工事を予定しているものでござ

います。 

 一定、平成２７年度で全体的な耐震工事

につきましては、完了いたしておりまして、

今後、老朽化しておる施設等もたくさんご

ざいますので、その施設の改修工事を計画

的に実施してまいりたいと考えておりま

す。 

 続きまして、図書購入費のご質問でござ

います。 

 こちらにつきましては、平成２７年度か

ら平成２９年度までの３年間で、文部科学

省が定めております学校図書標準の達成

率１００％を目指して実施しておるもの

でございますけれども、平成２９年２月末
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現在で申しますと小学校が９８．５％の達

成率、中学校につきましては８８．５％の

達成率となっております。 

 今後につきましても、平成２９年度で１

００％達成を目指しておりますけども、図

書の充実に向けて、また予算要求も引き続

き行ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、小学校給食の調理業務等委

託料についてのご質問でございます。 

 こちらにつきましては、平成２９年度か

ら新たに千里丘小学校で委託するもので

ございます。 

 現在４校、味舌小学校、摂津小学校、鳥

飼西小学校、鳥飼北小学校の４校で既に実

施させていただいております。今回で５校

目ということではございますけれども、選

定については、これまでと同様の委託金額

だけではなくて、さまざまな観点からプロ

ポーザルによる審査による選定を実施さ

せていただいたところでございます。 

 これまで主に請負金額、学校給食の実績

また給食調理での配置人員、衛生管理方針、

業務運営方針等についてヒアリングを行

いまして、総合的に審査を行い、最終選考

を行ってきたわけでございますけれども、

今回、ニュースでの報道もございましたあ

る企業の賃金未払いといったこともござ

いましたので、会社の経営状態等につきま

しても一定審査項目の中で見させていた

だきまして、保証会社はもとより会社の財

務の状況等につきましても、財務諸表を提

出していただきまして、審査させていただ

いたところでございます。 

 今後も引き続き、そのような経営状況も

含めまして、厳正な審査でのプロポーザル

審査を実施してまいりたいとは考えてお

ります。 

 続きまして、ご質問でございますが、中

学校給食についてのご質問でございます。 

 平成２７年６月からデリバリー方式選

択制での中学校給食を実施しております。 

現在、平成２８年度の２学期末時点での

喫食率で申しますと３．７％ということで

ございます。これまで、献立の改善や保護

者の方への試食会等を実施してまいりま

した。平成２８年度で申しますと、生徒の

方から直接、献立メニューのリクエストを

募集させていただいたり、また最近では、

小学校６年生の方がこの春から入学に向

けての事前の乗り入れスクールという事

業を実施しているということで、今回、第

二中学校の協力を得まして、鳥飼西小学校

と鳥飼北小学校に現在通っておられる小

学校６年生の児童の方への試食会を実施

させていただきました。アンケートも取ら

せていただきまして、おおむね好評の結果

をいただいております。平成２９年度につ

きましても、そのような形での取り組みを

また拡充して実施することで、少しでも多

くの方にデリバリー方式選択制の給食を

食べていただき、安心・安全で栄養バラン

スの取れた給食の提供に努めてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 市民図書館の空調

機の修繕に関するご質問についてお答え

させていただきます。 

 現在、市民図書館におきましては、吸収

式冷凍機という空調機器を使用しており

ますが、昨年１０月、経年劣化に伴いまし

て、冷却水コイルからの水漏れが発生して

おります。現在、暖房機能につきましては、

通常運転が可能となっておりますが、冷房

につきましては、本来の性能が出ない状況

となっておりまして、本体の冷却ユニット
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の交換が必要となっております。早ければ

５月ぐらいには冷房が必要な状況となり

ますので、早期の修繕が必要となっており

ます。そのため、平成２８年第４回定例会

におきまして、債務負担の承認をいただい

たものでございます。 

 現在、平成２９年１月２４日に入札を実

施し、業者決定しております。今後、ご利

用者に快適にご利用いただけますよう、早

期の修繕を実施する予定としております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、２回目の質問さ

せていただきたいと思います。 

 まず児童虐待防止対策についてでござ

いますけども、通告が昨年よりも１．４倍

に増えたということで、テレビのコマーシ

ャル等によって、間違いであっても連絡し

てくださいという徹底もあったと思うん

ですけども、なかなか経済状況も大変な中、

子育てをしていくということで、いろんな

課題もあろうかと思います。相談の窓口を

本庁のほうにも設けるということは、非常

に市民の皆さんの安心感が強まるので、い

いのではないかと思いますけども、なかな

か１回の対応だけで済まないケースもあ

って、担当者も負担になることも多くある

と思います。マンパワーの点で、現状で賄

えるのかどうかですね。また、今後の課題

としてしっかり盛り込んでいただくこと

を要望としたいと思います。 

 続きまして、ファミリーサポートセンタ

ーの件でございますけども、事務報告書の

平成２７年度の会員状況を見ますと、会員

の種類が３種類ありまして、要するに子ど

もの面倒を見てほしいという依頼会員の

方、それから子どもの面倒見てもいいよと

いう援助会員の方、また両方とも引き受け

ますという両方会員という、その３種類の

方がいらっしゃるんですけども、数字から

見ますと、まだまだ依頼される会員のほう

が多くて、それを支える援助会員、両方会

員の方の数が少ないのかなという気がし

ました。そういう意味で、今、約３５０万

円の予算をとりまして、社会福祉協議会の

ほうに委託をしておりますけども、ファミ

リーサポートセンターがスタートしまし

てから時間も少したってきておりますし、

実際に求められる保育のニーズも大分変

化をしてきていると思います。 

 そういう意味で、例えば、民間の企業で

もそういう一時預かり的な業務をしてい

るところもございますので、社会福祉協議

会経由になるのかどうかは検討が必要か

と思いますけど、民間の事業者と社会福祉

協議会が、例えば、コラボレーションをし

てより広がりのある運営というのができ

ないものかどうか。核家族化した中で、子

どもを少し見てほしいという要望もある

と思いますので、子育てのしやすさという

点で充実していくには、やっぱり大事な内

容じゃないかなと思いますので、今後また

社会福祉協議会の担当者と相談していた

だいて、また利用されている方、援助をさ

れている方の意見も踏まえて、広がりのあ

る、また永続性のある内容にしていただき

たいと思います。場合によっては、社会福

祉協議会のほうでお願いをしておるわけ

ですけども、今後どうしていくのが一番い

いのか。極端な話、社会福祉協議会から、

民間のほうに委託をしたほうがいいのか

どうか。その辺も踏まえて、検討していた

だくことを要望としたいと思います。 

 続きまして、ひとり親自立支援の件でご

ざいます。 

 先ほども利用実績とかがございました
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けれども、そういう制度があるんだという

ことをひとり親の方がしっかりご存じな

のか、告知ができているのかなと思います。

制度が、平成２８年からスタートしたわけ

ですけども、どういう機会に、どういう方

法で告知をしているのか、その内容につい

てお伺いをしたいと思います。 

 続きまして、小学校の就学援助事業でご

ざいます。 

 金額をお聞きしますと増額になってお

ります。保護者の方にとりましたら、あり

がたいことかなと思うんですけども、変化

していった理由についてお伺いをしたい

と思います。 

 続いて、学童保育の件でございます。 

 平成２８年度に子ども・子育て会議、私

も何度か参加をさせていただきまして、活

発な意見も出たかなと思います。最初の説

明、スケジュールについて民営化のスケジ

ュールをお尋ねしたかったんですけども、

それについてわかる範囲でお聞かせいた

だきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 続いて、子ども医療費助成の件です。 

 対象年齢の引き上げについては、まず高

校生までの範囲とそれ以上の方の範囲で

は変わるということでございますけども、

今後、不公平がないように皆さんに喜んで

いただけるような制度にしていただきた

いと思いますし、摂津市としても大きな取

り組みだと思いますので、広報等とも連携

をしていただいて、摂津市の子育てに対す

る思いというか考え方を広く示せるよう

に、また努力をしていただくことを要望と

したいと思います。 

 続きまして、民間保育園の施設整備の件

でございますけども、最終的に２０名、３

０名の方の待機児童の方が残りそうだと

いうようなご答弁でございましたけど、や

はり解消に向けて進んでいかないといけ

ないと思うんです。そういう意味で、例え

ば短期間でも利用できるような、１年間と

か２年間とかいう、そういう短期間であっ

ても利用できるような一時的な保育施設

ですね。公有地を利用したところであると

か、臨時のそういう保育施設ができないか

どうかですね。 

 また、保育士の確保については、現在、

子育て支援員という保育士まではいかな

いけど子育て支援員という立場というか

研修を受けられた方の制度があるんです

けども、そういう方の活用についてはどう

お考えなのかをお聞かせいただきたいと

思います。 

 続きまして、障害児の保育運営事業につ

いてでございますけども、配慮が必要な子

どもに対して、教員の加配に取り組むとい

うことで、非常に保護者にとってはありが

たいことではないかなと思います。 

 少し趣は変わりますけども、やっぱり保

育所・幼稚園で子どもの発達のいろんな障

害が発見されるケースも多くお聞きして

おりますけども、早期発見について保育現

場でどのように努力をされているのかに

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、障害児介助員及び障害児等

支援員につきまして、障害児介助員につい

ては不補充ということで、支援員を中心に

対応していくということでお伺いをいた

しました。なかなか現場は大変な状況であ

ろうかと思うんですけども、現場で支援を

実際にされる方の状況もよく見ていただ

いて、お任せという状態にならずに、しっ

かり教育委員会としても支援員のケアも

取り組んでいただけることを要望といた

したいと思います。 
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 続きまして、外国語活動支援事業でござ

いますけども、小学校で平成２８年度、鳥

飼西小学校と鳥飼北小学校でＤＲＥＡＭ、

英語の学習を進めてきて好評であったと

いうことで、全校の取り組みであることを

了解しました。 

 学校現場では、カリキュラムが、もうた

くさんあり、新たにＤＲＥＡＭというのを

また入れていくということが、実際可能な

のかどうなのか。全体に負担にならないの

かどうかをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 続いて、学力向上についてでございます

けども、今回新たに学習指導委託料という

ことで（仮称）せっつＳＵＮＳＵＮ塾、三

つのところで取り組みをされるというこ

とですけども、これのスケジュールですね、

どういう流れでいくか、また参加者の募集

方法であるとか、あるいは定員になったと

きの対応とか、今わかる範囲でお聞かせい

ただきたいと思います。 

 あと、小・中学校のコンピューター関係

でございますけども、活用が進んでおるの

は３学期からということで了解いたしま

した。今後、平成２９年度、それらを活用

するためのソフト購入であるとか、あるい

はそれを使用する教員の皆さんの研修、活

用、スキルアップ、それに対する取り組み

についてお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 続いて、産業医の報酬についてでござい

ます。平成２８年度から、教職員の皆さん

のストレスチェックをされたということ

ですけども、その平成２８年度の行った内

容から見て、平成２９年度はどういう点に

力を入れて、教職員がしっかり仕事をして

いけるように配慮されていかれるのか、お

聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、屋内運動場の改修実施設計

でございますけども、平成２７年度で校舎

の耐震化がほぼ終わって、老朽化対策とい

うことでございますけども、今後対象にな

るところがたくさん出ると思うんですけ

ど、しっかり計画を持って財政とも早目に

相談しながら取り組んでいただきたいと

思います。要望といたします。 

 続きまして、小・中学校の図書の購入費

の件でございますけども、３年間ほんとに

現場、また頑張っていただいて、標準冊数、

１００％の近い状態に向かっていったの

ではないかなと思います。 

 ただ、中には古い本もございまして、言

い方はよくないんですけど、とりあえず数

だけそろえたというのではなくて、ほんと

に今の子どもに役に立つ図書がそろって

標準冊数１００％に近づいていっている

のかどうか、その点を見きわめていただい

て、図書の充実に目を向けていただくこと

を要望といたします。 

 続いて、小学校の給食の件でございます

けども、そこで勤める方の給与の未払い等

があって、委託先が変更になりました。そ

れはニュースになりました。 

 そういう意味で、今回、平成２９年度、

千里丘小学校が委託をされるということ

で、保護者の方も大丈夫かなという不安感

もあるのではないかと思います。しっかり、

千里丘小学校の保護者の方には、説明が行

き届くように配慮をしていただきたいと

思いますし、今後あと５校、どうしていく

のかを踏まえて、しっかりと配慮されるこ

とを要望したいと思います。 

 続きまして、中学校の給食の件でござい

ますけども、喫食率については３．７％と

いうことで、なかなか苦戦しているという

のが実際ではないかなと思います。 
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 もちろん、家庭でつくられるお弁当がベ

ースになるわけで、保護者の負担を減らす

という大きな目的を持って取り組まれて

いると思うんですけども、教育委員会とし

て掲げている目標に向かって、どういうふ

うに進めていくのかということも考えて

おられると思うんですけども、子どもたち

の一部に聞きますと、例えば、お魚の料理

で、においが気になるというような声も出

てきておりまして、なかなか今の子どもの

中の評判を改善していくというのは、よっ

ぽどの取り組みをしていかないとなかな

か難しい面があるのではないかなと思い

ます。 

 そういう意味で、子ども、また、教職員、

保護者の意見をもう一度総合して、喜んで

いただけるような内容にしていただきた

いなと思います。 

 あと、本当は明日の弁当を申し込みたい

というのが、保護者の心情ではないかなと

思うんですけど、実際は１週間前でないと

申し込めないという手続上の点で、なかな

か喫食率の向上に向かっていけないので

はないかということで、例えば、前回の文

教常任委員会でもお話ししたんですけど、

１０食は自由席みたいな感じで準備でき

ませんかとか、注文する期間をもう少し短

縮できませんかとかいう要望もさせても

らったんですけども、そういう点について

何かできそうなものはないかどうか、お伺

いしたいと思います。 

 最後になりますけども、図書館のエアコ

ンの修理の件でございます。なかなか順番

にいろいろやっていかれる形になると思

うんで、老朽化していく内容も出てくるか

と思うんですけど、しっかり予定を立てて、

いざというときに困らないように準備を

していただきたいなと思います。 

 先日、市立図書館のぬいぐるみのお泊ま

りについてテレビ放送がございまして、私

も拝見をさせていただきました。 

 委託先の担当者の方も、ほんとにいろい

ろと工夫をしていただいて、小さい子ども

が図書について興味を持って臨まれてい

るという取り組みを見て感動もいたしま

したし、摂津市として誇れる事業の一つで

はないかなと思いました。また、委託先と

しっかり連携とっていただいて、今後も市

民が誇れる図書館を目指していただくこ

とを要望といたします。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 答弁、お願いします。 

 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子育て

支援課のご質問についてお答えいたしま

す。 

 まず、ひとり親家庭の施策についてです

けれども、制度の周知をどのような機会に

告知しているのかということでのご質問

でございました。 

 一般的な方法として、広報やホームペー

ジの手法を用いておりますほか、ひとり親

家庭の団体でございます母子福祉会に対

して制度のアナウンスをしております。 

 さらに、ひとり親家庭の方の給付の制度

でございます児童扶養手当の現況届の際

に、新しい制度等についてトピックス的な

ことをご案内しているところでございま

す。 

 今後とも、さまざまな方法を通じて制度

の周知について説明させていただきたい

と考えております。 

 続きまして、就学援助の制度についてで

ございます。 

 単価が変化してきた理由ということで

ございますけれども、国レベルでこれまで
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の支給単価が実際に必要となる額に対し

て十分ではないのではないかという議論

がございました。それを踏まえて、国がこ

の就学援助の単価の改正を各市町村に通

知をしてきております。 

 北摂各市、お聞きしましたところ、各市

とも同額に合わせるという方向でお聞き

しております。 

 本市といたしましても、これまで議会で

も議論いただいております子どもの貧困

対策等も踏まえ、そのような観点から今回

単価の改正を考えているところでござい

ます。 

 学童保育室についてのご質問でござい

ます。スケジュールについてということで

ございますけれども、本市といたしまして

は、サービス向上については早期に実施し

たいと考えているところでございます。 

 ただ、先ほど申しました１１月に開催さ

れた子ども・子育て会議におきまして、委

託に関しては学童保育室の保護者に対し

て、十分に説明をして理解が得られるよう

に努めることということでご意見をいた

だいているところでございます。 

 したがいまして、保護者の方に十分説明

させていただき、ご理解いただき、その上

で手続のほうを進めていくことが必要と

考えております。 

 この後、条例改正等も含めて、議会のほ

うにもお示ししながら取り組んでまいり

たいと考えているところでございます。 

 子育て支援課に係るご質問については

以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわりますご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 まず、１点目、待機児童の解消ですが、

臨時的な対応として施設の整備等ができ

ないかといったことでございますけれど

も、この臨時的な対応の施設整備につきま

しては、長期的な保育需要、ニーズ、また、

今後我々が考えております受け入れ態勢

によるもの、また、施設を整備するにあた

りましては、施設の整備、職員の雇用など

総合的に判断しながら検討していく必要

があると考えております。 

 現時点では、平成２９年度当初４月の開

設に加え、小規模保育事業所１か所を予算、

計上しておりますけれども、それの早期開

設、また先ほど申しましたけれども、入所

の可能性がある保育施設への入所案内の

作業を一層進めてまいりたいと考えてお

るところでございます。 

 あと、保育士の確保、子育て支援員の活

用でございますけれども、民間保育園も待

機児童の解消には協力的でございますし、

一人でも多くの子どもを受け入れて子育

て支援、保護者支援をしたいという思いは

どの園も持っていただいております。 

 定員に空きがある中で、受け入れたいが

保育士の確保につながっていない、そうい

ったことから受け入れが少しおくれてい

るといった状況もございますので、平成２

９年度実施いたします子育て支援員研修

の修了者の雇用を有効的に使っていただ

くなど、保育士の確保に努めていただきた

いとも思いますし、これまでやってまいり

ました宿舎借り上げに対する補助も継続

して実施する中で、保育士の負担軽減等を

図って保育士の確保、継続的な雇用を支援

してまいりたいと考えております。 

 ２点目の障害児の早期発見については、

保育所等では日ごろから保育士が子ども

の様子や保護者との話し合いの中で支援

が必要な子ども、また、今後必要と予測さ



- 20 - 

 

れる子どもについて話し合いを重ねてお

りますし、新たに保育園に入られる方につ

いては、入所申請の際に児童調査票という

のも書いていただいております。その中で、

発育の状況や子どもの体調面等も記載し

ていただいております。そういった中で、

入園にあたりましては１日保育等々して、

保護者の方とどのような支援が必要なの

かといったことも話し合いをさせていた

だいております。 

 入所されてからも、臨床心理士の巡回指

導、巡回相談等々して、きめ細やかに保護

者支援、そして保育士に対してもどのよう

な支援の方向が適切であるのか、そういっ

たこともきめ細やかに対応をしておると

ころでございます。 

 また、平成２９年度につきましては、公

立保育所になりますけれども、保護者の方

が子育て、障害をお持ちの方も含めていろ

んな悩みもお持ちやと思いますので、そう

いった相談する機会を各園２回程度ずつ

設ける予定をしておるところでございま

す。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 学校教育課にかか

わります２回目のご質問にご答弁を申し

上げます。 

 まず、外国語活動支援事業のＤＲＥＡＭ

の件でございます。このＤＲＥＡＭにつき

ましては、週３回、１回１５分程度のモジ

ュールでの活動を基本に設計されており

ます。実施の時間帯等につきましては、各

校の判断により、主に朝の学習時間に実施

を考えてもらおうと思っております。 

 教員の負担につきましては、今年度より

既に各校で順次研修を行っており、英語に

親しむ方法をわかりやすく学ぶことがで

きております。大きな負担なく、取り組め

ると捉えております。 

 続きまして、学力向上推進事業の（仮称）

せっつＳＵＮＳＵＮ塾のスケジュールや

参加者募集の方法等につきましてお答え

いたします。 

 ５月のゴールデンウイーク開けを開設

のめどとして考えております。その中で、

周知につきましては、学校や学校教育課の

ホームページにて広く周知をいたします。

もし、多く集まった場合には、抽せんにて

対応をさせていただこうと考えておりま

す。 

 続きまして、小・中学校の教育用コンピ

ューター事業、ＩＣＴ機器にかかわる件で

ございます。ソフトの購入につきましては、

新しいものの購入は考えておりませんの

で、既存のシステムやソフト等が十分に活

用できるように取り組んでまいろうと思

っております。 

 教員のスキルアップの件につきまして

も、既に全校それぞれで教職員対象の研修

を３学期に終わらせておりまして、また独

自に必要な知りたい情報等があれば、学校

教育課の指導主事及び業者の担当の方が

各校を訪れて対応させていただいている

ところです。 

 次年度につきましても、より活用が進む

ように各校での校内研修や各校での授業

研究等で活用する際に教育委員会として

支援していくこと、それから、ＩＣＴ推進

委員を集めての研修の際に活用の促進に

向けた指導等を行おうと考えております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 産業医の件についての

ご質問にお答えさせていただきます。 

 平成２８年度にストレスチェック制度
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を導入、実施させていただいておりますけ

れども、教職員の方の受診率につきまして

は７割程度であったということでござい

ます。今後は、制度の周知も含めまして、

この受診率の向上に向けて取り組んでま

いりたいと考えております。 

 その上で、高ストレスの反応があった方

に対しての面談等の充実を図ってまいり

たいと考えております。あわせて、職場巡

視におきましても、そのような方を吸い上

げていくような形で制度の周知を中心に

図ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、中学校給食の予約システム

の件についてのご質問でございます。 

 現在、中学校給食の予約につきましては、

１週間前が期限で携帯電話、スマートフォ

ン等を通じての予約システムとなってお

ります。以前に実施させていただきました

アンケートの中でも予約期限をもう少し

おくらせてほしいといったようなお声も

確かにいただいております。 

 中学校給食導入にあたりまして、検討委

員会の中でもそのようなご議論がござい

ました。ただ、本市の給食の物資の選定基

準の関係もございますので、最終的には食

の安全に対する十分な配慮と利便性とい

ったところが課題になりますが、食の安全

に比重を置いた物資選定基準を設定する

というような方針が基本的な考え方とし

て決まりましたので、現在はその１週間前

という基準を設けさせていただいており

ます。 

 ただ、予約期限については、例えば、お

隣の茨木市でありましたら、当日の朝まで

予約、キャンセル等が可能であるといった

ことも聞いております。一方で、茨木市は

そのような利便性の向上という部分では

図っておられるんですけども、直接的に喫

食率には結びついていないという現状も

あるというように聞いております。 

 今後、システム等の利便性の向上に向け

て、他市の情報も参考にさせていただきな

がら研究してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 では、ひとり親の自立事業

でございますけれども、周知については現

況報告等でお伝えするようにされている

ということで理解ができました。 

 最近では、就職活動を行う場合に、直接

会社にどうのこうのというのも、もちろん

ありますけど、半分以上が派遣会社経由で

ないと就職できないというような世の中

の状況になりつつあります。 

 派遣会社は履歴書を見て判断される、そ

の時点で残念なことに学歴のところでそ

れ以上は進めないというようなことで苦

しんでおられる保護者の話も聞いたこと

がございますので、例えば、大検の活用等

をして、子育てでそれどころでないという

保護者も少なくはないかと思いますけど、

やっぱり心の片隅には学んでいきたいと

いう気持ちも持っておられると思います

ので、そういうところをしっかり支援して

いけるように、広報をしながら進めていた

だきたいと思います。 

 また、通信制でいろんな資格とかが取得

できる内容もあると思いますので、その辺

も含めてしっかりアナウンスをしていた

だいて、子育て、また、ある意味で学業と

いうかスキルアップに貢献できるような

制度にしていただくことを要望といたし

ます。 

 続いて、小学校の就学援助の件でござい

ますけれども、金額が変更になった点につ
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いては、国基準に合わせるという内容で理

解できました。 

 本会議でもお話がありましたけども、保

護者の軽減負担のために支給時期を繰り

上げることができないかというお話もご

ざいましたけども、子育て支援課としての

考え方、ある程度方向性が出ていましたら

お答えいただきたいと思います。 

 続いて、学童保育の件でございますけど

も、スケジュールについて明確なお話は今

出なかったんですけども、考えてみますと、

当初は、平成２９年４月からやりましょう

という目標があったわけですね。それが現

状になってまだはっきりしないという原

因がどこにあるのかということを考えな

いといけないかなと思います。 

 保護者の方が望むもの、また、それを受

ける業者のこととか、いろいろあると思う

んですけども、もちろん子ども・子育て会

議等で意見をお伺いするということは大

事なことだとは思いますけど、市教育委員

会としてのプランニングがしっかりでき

ていたのかどうか、やっぱり考えていかな

ければならないかなと思います。 

 子どもをお預かりするわけですから、慎

重に考えていかなければならないという

のも、もちろんあると思いますけど、しっ

かりニーズを捉え、スピード感がある対応

で、一部の学校から始められると思います

ので、他の学校との公平性とかをしっかり

加味していただきたいと思います。 

 ただ、子育てをしているお母さんにとっ

て、時間の延長であったり、土曜日の学童

保育の運営であったりというニーズが高

いというのは事実だと思いますし、その辺

を含んで進めていただくことを要望とさ

せていただきます。 

 続いて、民間保育園の施設の件でござい

ますけども、一時的な施設ができないかと

いうことで、なかなか難しい面があるよう

なお話がありました。 

 やっぱり、ゼロ歳、１歳、２歳児の要望

が非常に多いと思います。そういう意味で、

もし場所はありますと、人も何とかなりま

す、ただ一時的に機材を入れる予算がとれ

ませんということであれば、例えば、農業

祭をしましたときに、新温泉町とかいろい

ろ姉妹提携をしている市町村があると思

うんですけども、そういうところで万一未

使用となった機材等の活用ができないも

のかどうか、一遍調べていただきたいなと

思います。 

 それから、安威川以北と以南の保育に対

するニーズというかバランスが考えられ

ますけども、少し前に保育送迎ステーショ

ンを設けバスを使って、そのバランスを平

準化して、保育の需要に応えていくという

話があったと思うんですけども、その点ど

うなっているのかお聞かせいただきたい

と思います。 

 あと、障害児の保育運営事業でございま

すけども、障害の発見はやっぱり園所で見

つかる場合が多いと思います。それにも配

慮されている点もお伺いをしました。どの

保護者も、自分の子どもに障害があるとい

うことは、なかなか信じがたい部分があり

受け入れがたい部分があると思います。そ

ういう意味で、子どももそういった保護者

のケアであるとか、どうしても医療施設に

つないでいかなければならないとかなっ

た場合に関するアナウンスであるとか、パ

イプラインというか、つながりですね、そ

れも配慮していただきたい。ここは要望と

いたします。 

 続いて、英語教育のＤＲＥＡＭの件でご

ざいます。お聞きしたところによると、Ｄ
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ＶＤを主に活用した取り組みということ

で、教職員の皆さんの負担は少ないとお聞

きしております。今後、その取り組みが、

市民の皆さんに見ていただけるように、ま

た、広報誌等にもご紹介をいただくことを

要望したいと思います。 

 続いて、学力向上の件でございます。５

月からということで、業者の募集とか、余

り時間のない取り組みになると思います

けども、一人でも多くの子どもが、その塾

を活用してよかったと言ってもらえるよ

うに、できることは全て取り組んでいただ

くことを要望したいと思います。 

 あと、小・中学校のコンピューターにつ

きましては、スキルアップの研修等を実施

し、また、ＩＣＴの推進委員が中心に進め

られていることをお伺いしております。 

 ただ、教員の皆さんも機械を使うのを得

意としている方もあれば、なかなか少し難

しいかなという方もいらっしゃると思い

ます。そういう意味で、可能であれば得意

とされる方が、パワーポイントとかでつく

られた教材を提供していただくことがで

きれば、共有して、市の教育財産として提

供してもらえるように呼びかけをしてい

ただいて、全員が摂津オリジナルのすばら

しい教材が活用できるように配慮してい

ただくことを要望したいと思います。 

 それから、産業医によるストレスチェッ

クですけども、平成２８年からの取り組み

ということで、非常にいい取り組みではな

いかなと思います。教育現場は、経験年数

の比較的短い先生方もたくさんいらっし

ゃいます。夕方６時、７時に職員室行って

も、まだ一生懸命仕事をしている先生もた

くさん見受けられます。そういう意味で、

こちらが思っている以上に、やっぱり精神

的な負担を抱えているのではないかと思

うこともございますので、非常にいい制度

だと思いますので、それが実りのある内容

になるようにシステムをしっかり見直し

ていただくことを要望したいと思います。 

 あと、中学校給食に関しましては、さま

ざまな課題があったり、できるところは取

り組んでいただいていると思うんですけ

ども、最終的にはやっぱりアプローチとい

うか、宣伝といいますか、ある意味で営業

的な部分もしっかり業者の方とも相談を

しながら、試食会であるとか、ポスターを

貼ってもらうというところを考えていた

だきたいと思います。 

 少なくとも、給食を利用している子ども

が、肩身が狭いような思いをしないように

配慮をしていただくことを要望といたし

ます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 ご答弁お願いしま

す。 

 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、就学援

助の支給時期についてのご質問にお答え

いたします。 

 新入学児童生徒学用品費につきまして

は、これまで入学前ではなく新入学生に対

する支給であるというのが国の考え方で

ございました。ただ、各市町村で入学前に

支給をしている自治体も出てきておりま

す。 

 こういった流れを受けまして、先月、国

から各市町村に対して、この学用品費の支

給時期についての調査が行われたところ

でございます。 

 支給時期が、ほかの市町村と異なるとい

う場合には転出入のタイミングによって

は、どこからも支給されないといった事態

も発生する場合もございます。不公平感が
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生じないのか、各市町村、先行している自

治体等もございますので、そういった事例

も今後研究してまいりたいと考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわりますご質問にご答弁させてい

ただきます。 

 送迎保育ステーションに関するご質問

でございますけれども、私どもも先進的に

取り組まれている市へ視察に行かせてい

ただきました。 

 その中で、メリットといたしましては、

本市であれば安威川以北地域の入所希望

の偏りがございますので、そういった偏り

の是正や安威川以南の定員に余裕がある

保育所等への送迎等によりまして待機児

童の減数につながるといった分、また保護

者の方にとっては利便性の高い場所でス

テーションに子どもを預ける、また引き取

ることができるといったメリットがある

のかなと思います。 

 一方、課題といたしましては、保護者と

送迎先の保育所等との顔を合わせた関係

づくり、また低年齢児であれば送迎時の安

全の確保、また保護者と園との連絡帳であ

ったり情報交換、さまざまな観点での意思

疎通、何か病気等があった場合の保護者の

お迎えをどうするのか、こういった課題も

一方ではあるかと考えております。 

 送迎保育ステーションにつきましては、

導入にあたってのメリットや課題も含め

て、本市の待機児童対策として効果的なも

のであるのか、さらに研究、検討をする必

要があるのかなと、今の時点では考えてお

ります。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 就学援助につきましては、

時期の繰り上げについては予算措置の件

もあると思いますし、その点もしっかり考

慮をしていただいた上で、また、公平性も

考えた上で、保護者の皆さんが、やっぱり

必要であるということであれば、しっかり

取り組んでいただくことを要望といたし

ます。 

 続いて、民間保育園の件でございますけ

ども、ステーション事業については、今、

慎重に検討中であるということで、内容は

理解できました。 

 これは、一つの提案なんですけども、例

えば、ゼロ歳、１歳、２歳児の要望が非常

に高いということで、できるのかどうかと

いうのはあると思うんですけど、安威川以

北のほうのゼロ歳、１歳、２歳児の枠を広

げて、比較的余裕のある４歳、５歳とかそ

ちらのほうを以南のほうを厚目にして、バ

スで利用してもらえるような、一言でいっ

たら、小さい子どもがバスに乗ってもらう

のが難しいということであれば、その各園

ごとの年齢ごとの定員を調整して、市とし

て全体のバランスを保つということがで

きないのかどうか、１点要望とさせていた

だきたいと思います。 

 最後に、３月もあと残り２０日間になり

ました。きょうも、余談ですけど駅に立っ

ておりましたら、あと２０日ですというこ

とで、ある公民館にお勤めの方の出勤に遭

遇しました。教職員の方また公民館とか図

書館で長年お勤めになられた方が退職さ

れる方もいらっしゃいます。 

 そういう意味で、今まで人に指導してき

た方が６０歳で退職されるという状況に

なりますので、各部署では卒業していかれ

る方に、労をねぎらっていただいて、また
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別の形で市の教育というか、しっかり力を

発揮していただけるようなお声がけをし

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 暫時、休憩します。 

（午後０時    休憩） 

（午後０時５８分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 ほかにご質問ある方いらっしゃいます

か。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 最初に、先ほども水谷委員

からのご質問がありましたが家庭児童相

談室運営事業について質問したいと思い

ます。 

 お話がありましたように虐待相談窓口

が、子育て支援センターのほうから市役所

の６階へ移動されるということでのご説

明がありましたが、改めて虐待対応のみの

機能を本庁に移設すると、そのことのその

内容と意義と体制についてどのような体

制をとられるのかをお聞きしたいと思い

ます。 

 あわせて、この家庭児童相談室運営事業

の中で報償金が前年度と比べますと約１，

１７１万２，０００円減額となっています。

一方で、親子教室運営委託料が１，２５０

万円新たに計上されています。その内容に

ついてもお答えいただきたいと思います。 

 次に民間保育園の入所承諾事業など、保

育所の受け入れであるとか待機児童の解

消などの取り組みについてお聞きをした

いと思います。 

 待機児童が大きな問題になっておりま

すので、新年度４月当初から希望する保育

所に入れない、当初からの待機児童がどの

ぐらいいるのかということが大変気にな

るところであります。新年度の入所につい

ては、１２月１日から９日まで入所一斉申

し込みが行われました。保育所への申し込

みがされ、受け入れ必要者数が確認できた

と思います。それから判定等が行われて入

所決定もしくは待機というように決まる

かと思いますが、入所決定数と待機になっ

た数を教えてください。 

 申し込みから決定され市民の方に通知

されると、その後４月に向けて調整等も図

られるということでありますが、どういっ

たタイミング、どういった時期で行われる

のかについてもお聞かせください。 

 次に同じく保育所にかかわってですが、

公立保育所の運営等についてであります。 

 正雀保育所がいよいよ新年度から民営

化されていきます。市内４園あった公立の

保育所が３園となり１園減るということ

になりますが、公立保育所への申し込みの

状況と受け入れ、待機児童の状況について

も教えていただけたらと思います。 

 次に保育所の保育料についてです。 

 近隣各市では保育料の無償化などが実

施に移されている自治体もあるわけであ

りますが、まずは新年度の摂津の保育料に

ついて前年と比べて変更があるのかにつ

いて教えていただきたいと思います。 

 次に子ども医療費助成制度についてで

あります。 

 市長が議会前に報道等で発表され、本会

議での平成２９年度市政運営の基本方針

の中でも、平成３０年度の４月から高校卒

業まで所得制限なしに拡大すると。大学生

世代も対象にしていく検討を新年度に行

っていくというようなことを表明されま

した。こういったところからいろいろと代

表質問が行われたかと思います。 

 それでまず予算額についてであります

が、今年度は昨年と比べても変更はないと
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いうように認識しておるわけですが、３億

１，４９４万２，０００円が子ども医療費

の計上額であります。前年比と比べて１，

９４９万円増加しております。この予算増

額の要因は何なのかについてお聞かせく

ださい。 

 続いて、私立高等学校等学習支援金支給

事業についてであります。 

 これは所得制限の範囲の中で、私立高等

学校に進学する方に対して返済不要の給

付型の奨学金といいますか支援金という

ことで摂津市が支給をしているもので、就

学援助金制度の認定基準を引き下げたと

きの分を子育て支援策へのシフト先とし

て私立高校の給付型の支援金としてスタ

ートしたものだというように認識してい

るわけでありますが、新年度の予算は前年

比と比べますと約１００万円の減額とな

っております。この間の経済状況や高等教

育の負担軽減の動き等々、それから市民や

子どもの貧困の問題が進行しているとい

う中でこの減額というのはどういったこ

とになるのか、見込み額が減っているのか、

この減額の要因について教えていただき

たい。あわせて、ざっくりと１人当たり年

間で４万２，０００円という額だったと思

いますので、この予算額をこの４万２，０

００円で割りますと約１２０人を対象に

しているのかなというように思うんです

が、毎年の私学進学をされる生徒において

大体どのぐらいの割合を想定していらっ

しゃるのか。１２０人でいいのかどうなの

かは、あれなんですけども、どのぐらいの

割合を想定しているのか、どれだけの人数

を想定しているのかお聞かせください。 

 次に小・中学校通学区域事業にかかわっ

てなんですけれども、南千里丘の開発がマ

ンション開発によって人口と子どもの数

が急増して、保育所の待機児童の増加が懸

念されています。そして平成３０年は摂津

小学校で普通教室が足りなくなるという

ことで、新年度の予算の中に摂津小学校に

校舎を建設していくということで、通学区

域を変更せずに対応していくというよう

なことになったかと思います。 

 私がお聞きしたいのは、同じようにマン

ション開発が行われる千里丘新町の開発

についてです。保育所につきましては、こ

れまでもご説明いただいておりますよう

に山田川公園に民間の認可保育所を誘致

して、平成３０年の７月に１５０人定員の

規模で過員をしていくということで、大き

なマンション開発に未就学児の受け入れ

をする施設がつくられる計画が進んでい

ます。あわせて、その小学生・中学生の対

応については、この間も何度もご質問して

きましたが、いよいよ具体的なシミュレー

ション等をとっていかないと千里丘小学

校は摂津小学校と違いまして面積も非常

に狭くなっております。運動場に校舎を新

たに建設するということになりますと、面

積の基準を下回ってしまう、もしくは狭い

ところに小学生を押し込んでしまって事

故につながる可能性も、危険性もあるとい

うことで、マンション開発によって小学

生・中学生・就学児童生徒の人数はどのぐ

らい来るのか、学校はどういった形で受け

入れていくのかシミュレーションを具体

的にしていく必要があるかというように

思うんです。平成２９年度、新年度は、ま

さにこういった検討を具体的に進めてい

く年度になるかと思いますが、現状の見通

し、それから情報収集の今の状況をお聞か

せいただきたいと思います。 

 続いて、学力向上にかかわって幾つかお

聞きしたいと思います。 
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 一つは、これも先ほどから議論がありま

した外国語活動支援事業で新たにＤＲＥ

ＡＭ、公立小学校英語学習６カ年プログラ

ムが全校に導入されるということであり

ます。 

 先ほども何度かいろいろと議論をされ

ていたかと思いますけども改めてお聞き

したいと思います。このＤＲＥＡＭは週３

回、１５分程度のＤＶＤを使った英語学習

ということでありますが、全校、全学年、

誰がこれを指導するのか。それから１５分

のモジュール学習、週３回ですから１週間

で４５分の時間をどのように確保するの

か、教育委員会のお考えをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 それから学力向上にかかわって、学習プ

リント活用補助員についてであります。前

年比と比べると若干プラスになっており

ますが、学習プリント活用補助員の導入か

ら今回で３年目になるかと思います。約７

万５，０００円の増額でありますが、その

要因についてお聞かせをいただきたいと

思います。 

 それから新規でスタートされる（仮称）

せっつＳＵＮＳＵＮ塾についてでありま

す。その目的と実施方法、期待する効果に

ついて、実施の場所、地域、定員数、それ

から児童生徒の保護者の負担はどうなる

のか、改めて質問をしたいと思います。 

 次に小学校施設改修事業についてであ

ります。 

 学校施設のトイレの洋式化についてで

ありますが、３年間かけて全ての学校の全

てのフロアに最低１基は洋式トイレを設

置しようということで計画的に進められ

てきていると思います。今年度が最終年度

になります。進捗状況、現状をお聞かせい

ただきたいと思います。 

 それと摂津小学校の校舎の増築と体育

館の大型改修、同じ学校で大きな工事が進

められていくことになりますので、改めて

そのスケジュールや安全対策等について

お聞かせをいただきたいと思います。 

 次に、就学援助金の問題であります。 

 今回、先ほどもご答弁されていましたよ

うに支給額が、新入学生の学用品費が約２

倍に引き上げられました。今回の就学援助

金の扶助費の増額というのはそれが要因

になっているということで考えていいの

かどうなのか。一方で、医療費助成や給食

費については減額となっていますが、その

要因についてお聞かせをいただきたいと

思います。 

 新入学の学用品費が約２倍に引き上げ

られたということについてでありますが、

これも先ほどからお話がありましたが、私

も一般質問で取り上げました。小学校・中

学校入学時の当初の制服であるとかジャ

ージであるとか、いろいろな準備品に５万

円から１０万円以上もお金がかかると。実

際に入学用品費として支給される金額は

２万円台ということで全く足りないとい

うような現状があるかと。実際に、支出す

る時期が入学前にもかかわらず、摂津市の

支給時期は何と８月ということで実態に

合わないということで改善の申し入れを

してきたところありますが、今回の新入学

用品費の引き上げについて、改めて、その

意義をどのように認識をしていらっしゃ

るのかお聞きしておきたいと思います。 

 次に小学校・中学校の管理運営事業で校

務員業務の民間委託が初めて摂津市の三

つの学校で導入されることとなります。事

業者の選定方法、それから既に決まってい

るかと思いますが決まっている委託会社

についてご報告ください。 
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 続いて、小学校給食についてであります。 

 鳥飼北小学校、鳥飼西小学校の委託、受

託をしていた双葉給食からその代行保証

会社であるナフス株式会社へ調理委託業

務が移行されました。３月からの移行とい

うことで、大変慌ただしい中での移行とい

うことでありました。安全・安心の調理が

求められている中での慌ただしい移行で

ありましたが、スムーズに移行できたのか

どうなのか、また保証会社のナフス株式会

社もこの双葉給食の保証会社をやってお

られた関係で一気に請け負う職場が増え

たと推察するわけですけども、人の確保と

か技術の継承とかいうことについて、また

人員の体制について、きちんととられてい

るのかどうなのか、確認ができているのか

どうか、また学校現場とのやりとりがとれ

ているのかどうなのかについてお聞かせ

をいただきたいと思います。 

 あわせまして、新年度から市内５校目と

なる民間委託として千里丘小学校の給食

の調理業務が委託されるということにな

っています。既に、これはホームページで

プロポーザル方式での選定作業が終えら

れて、お弁当の浜乃屋という会社が千里丘

小学校の給食の委託を受けることになっ

たということであります。改めて、この選

定のあり方とこの会社が選定された理由

についてお聞きしたいと思います。 

 次に中学校給食についてです。 

 ３年契約の中学校デリバリー方式選択

制の中学校給食も新年度、平成２９年度が

契約の最終年度となると思います。平成３

０年度は新たな契約ということで、平成２

９年度には中学校給食の委託をするんで

あれば委託の更新など見直しをする絶好

の機会であると思っているわけですけど

も、その前に今回の最終年の中学校給食の

予算額の根拠についてお聞きしておきた

いと思うんです。 

 調理業務委託料は１，８０１万４，００

０円で、前年と比べますと８４万２，００

０円減っています。賄材料費、これは給食

費として保護者から丸々回収するもので

ありますが８０万６，０００円減っていま

す。この減っている要因というのは一体何

なのでしょうか。残念ながら喫食率は、先

ほどもお話ありましたように平均で３．

７％ということでありますが、１食あたり

委託料、１食あたりたしか２９０円で契約

をされていると思いますから逆算すると

３．７％という低い喫食率を前提につくら

れているものでないということはわかり

ます。この予算は、摂津市として中学校給

食はこのぐらいは食べてもらうんだとい

うような意思のあらわれではないかとい

うように思うんですけども、その喫食率

何％を根拠に今回の委託料や賄材料費を

計上されているのかお聞かせをいただき

たいと思います。 

 次は学童保育についてです。 

 民間委託方針が示されて、子ども・子育

て会議でも一定の方向性が示されたとこ

の間の流れだと思います。 

 その中で、学童保育のサービスの充実や

土曜開室の拡大、延長保育など、保護者の

方々の切実な願いであったり、摂津市がみ

ずからつくった学童保育の設置の基準条

例に沿って学童保育を運営していく設備

や運営を充実させていくことが、非常に求

められていると思います。今年度のサービ

ス向上に向けた取り組みについてお聞か

せいただきたいと思います。 

 あわせて、民間委託の方針が示されてい

ますが、その具体化を図っていく上で、進

めていくという上で必要な取り組みや留
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意事項について改めてお聞きしておきた

いと思います。 

 次に、各種健康診断委託料ということに

ついてであります。 

 とりわけ、今、子どもの貧困の問題が注

目されていますし、子どもの貧困対策法と

いうのが施行されているわけです。子ども

の貧困対策を打つためには、摂津市の子ど

もたちがどういう状況に置かれているの

かという実態を把握しないことには効果

のある対策を打つことはできない。子ども

の貧困が学習状況にも生活にも健康にも

大きな影響を与えるということは、先般、

大阪府が実施した子どもの生活実態調査

の中間取りまとめでも明らかにされてい

ると思います。そういった観点から、歯科

検診に注目をしてみました。どうしても虫

歯は痛くなるまで我慢してしまうという

ような傾向があって、とりわけ、経済的な

問題を抱えているお宅の場合、なかなか歯

医者に行くことができないっていうよう

な事例があるとお聞きしています。 

 摂津市の歯科検診の実施の状況です。歯

科検診の中でほぼ全員の児童生徒が受け

られると思うんですが、受診が必要な児童

や生徒の数、必要とされた方の児童生徒が

どれだけ受診をしたのかわかれば教えて

いただきたい。 

 あわせて、口腔崩壊と虫歯が１０本以上

になって歯の根があらわれてそしゃくす

るにも困難な状況になっている口腔崩壊

の児童生徒が少なからずいるということ

を報道で知りました。摂津市の児童生徒の

中に口腔崩壊に陥っている子どもがいる

のかどうなのか、把握していらっしゃるの

かしてないのかお聞かせいただきたいと

思います。 

 １回目は以上です。 

○市来賢太郎委員長 ご答弁お願いしま

す。 

 木下課長。 

○木下子育て支援課長 子育て支援課に

関するご質問にご答弁申し上げます。 

 まず家庭児童相談室についての体制の

問題についてでございます。 

 先ほどもお答えさせてもらっておりま

すけれども、虐待対応についての体制とい

うことで本庁のほうに機能を移設するこ

とにつきましては、情報の収集、各機関、

また機関内での連携を重要視してスムー

ズに虐待対応ができるようにということ

で移設するものでございます。 

 なお、予算の増減のことでございますけ

れども、これまで家庭児童相談室では保護

者からのご相談に対して子育て総合支援

センター及び児童発達支援センターの２

か所で親子教室を実施して支援を行って

おります。これにつきまして平成２９年度

から親子教室の運営を摂津宥和会に委託

をする方向で考えております。これに伴っ

て報償費から委託料に予算を振りかえる

という形で考えているものでございます。 

 引き続きまして、子ども医療費について、

予算額の増加の要因ということでのご質

問でございます。 

 本市では平成２６年９月から未就学児

から小学生に、それから平成２８年４月か

ら中学生にということで通院分の対象者

の拡大をしておりますけれども、このうち、

小学生につきまして平成２６年度後半の

執行状況を見て平成２７年度、平成２８年

度と予算組みをしております。 

 ただ、その中で今年度を見てまいります

と小学生の分が今年度の予算組みよりも

若干伸びているということから、平成２９

年度少し増額して予算のほうを計上させ
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ていただいているものでございます。 

 引き続きまして、私立高等学校の学習支

援金が減額になっている要因というご質

問でございます。 

 本制度につきましては平成２４年度か

ら実施をしてまいっておりますけれども、

その後、大阪府において奨学のための給付

金の制度が設けられました。これが１学年

ずつ順次拡大をして支給額も拡充をされ

ております。 

 本市では府制度の対象とならない方、も

しくは市事業の支給額に満たない方に対

して補完する形でこの支援金のほうを支

給させてもらっておりますけれども、府制

度の拡大に伴いまして支給額が減少して

おり、これにあわせた形での予算組みをさ

せていただいております。平成２９年度に

つきましては、今年度の実績をもとにした

額ということで計上させていただいてお

ります。 

 なお、人数につきましては３学年で１２

０人ということで見込んでいるところで

ございます。 

 私立高校の進学者のうちのどの程度か

というご質問でございましたけれども、現

在、私立高校に１学年で２５０人から３０

０人程度の幅で進学をしておられるとこ

ろでございます。来年度につきましては、

４０人程度の認定者があると見込んで予

算計上をさせていただいているところで

ございます。 

 次に、小・中学校通学区事業につきまし

て、千里丘でのマンション開発での現時点

での状況ということでのご質問でござい

ました。 

 吹田操車場跡地におきましては、そのう

ち７街区において８２４戸が建設される

予定となっておりますけれども、このうち、

２９２戸が平成３０年３月に完成予定と

いうようになっております。 

 販売会社によりますと、そのうち１棟分

の１４０戸が先日から販売の申し込みを

開始したところとお聞きしております。間

取りは２ＬＤＫ、３ＬＤＫ、４ＬＤＫとい

うようになっており、また販売価格帯も発

表されており、４，０００万円台を中心と

して３，０００万円台後半から６，０００

万円台後半までとお聞きしております。 

 契約の際には、本市からのアンケートを

配布いただくようご協力をお願いしてお

りまして、子どもの年齢や人数を教育委員

会の事務局で把握をし、入居世帯の動向を

今後確認していきたいと考えております。 

 それから、就学援助のご質問に関してで

ございます。 

 この件につきましては先ほどもご答弁

させていただきましたとおり、新入学児童

生徒学用品費の額が増加になります。今回、

大きな要因といたしましてはこの金額の

増加で小・中で合わせまして約９，７００

万円の増額となることから平成２８年度

より増額となっているものでございます。 

 また、今回増額させていただく内容につ

きましては先ほどもご答弁させていただ

きましたとおり、実態として必要額とこの

就学援助の金額とが乖離しているという

議論があったことにより、増額を国におい

て議論がなされてきたという経過がある

というように認識しております。 

 最後に、学童保育事業に関してでござい

ます。 

 まずサービスの向上ということでのご

質問でございました。 

 これまでからお伝えしておりますとお

り、学童保育に関しましては保護者の方か

ら延長保育の実施、また土曜日保育の毎週
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の実施、それから学年の延長などといった

ご要望がございます。このうち、延長保育、

土曜日保育につきまして子ども・子育て会

議の意見を受け、引き続き実施に向けて取

り組んでいるところでございます。平成２

９年度も引き続き取り組んでまいりたい

と考えております。 

 また、委託に当たっての留意事項等とい

うことでございますけれども、意見書のほ

うにございますとおり、保護者に対しての

説明を行うこと、また既存の保育サービス

の質を担保するというようなこと、それか

ら事業者の選定に当たって保護者の代表

の方にもご意見をお聞きするといった内

容のことを意見書の中でもらっておりま

すので、そういった内容に留意しながら進

めていくという考えでおります。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわりますご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 まず、保育所入所の申し込みの状況等で

ございますけれども、平成２９年度の４月

に向けての一斉受け付けにつきましては、

１２月１日から９日まで新規入所希望者

を対象に一斉受け付けをさせていただき

ましたけれども５２４名の申し込みがご

ざいました。保育の必要性のある方につき

ましては、申請を受け付けておる時点で必

要性があるといったところから同数でご

ざいます。 

 その後、一斉受け付け終わった後、これ

までの間、受け付けを随時行っております

けれども、一定の時点ではございますけれ

ども現在５７１名の申し込みがございま

して入所が４５４名、待機につきましては

実待機を含めまして１１７名程度となる

ような見込みでございます。 

 申し込みについては１２月に受け付け

ておりますけれども、その後、入所調整を

行った中で２月下旬に申込者の方に通知

をしております。入所が可能な方について

は保育の必要性の認定、また入所承諾を送

らせていただいておりますし、待機の方に

つきましては電話で待機となった理由、ほ

かの保育所のご希望はないかといった確

認をさせてもらっております。 

 ただ、待機の方についても保育の必要性

については認定しておりますので、保育の

必要性の認定証については送らせていた

だいておるところでございます。 

 公立保育所の申し込みの状況でござい

ますけれども、５７１名をベースとして数

字を申し上げさせていただきますけれど

も、別府保育所、鳥飼保育所、子育て総合

支援センターの３園の申し込みについて

は１０７名、入所については６７名、待機

については４４名といった状況でござい

ます。 

 次に新年度の保育料の変更についての

ご質問でございますけれども、平成２９年

度は国が定める保育料基準額というのが

示された中で本市の保育料を定めていく

わけでございますけれども、国が示した保

育料基準額ではひとり親家庭、とりわけ、

低所得者層の階層の方々の負担軽減が図

られておられます。本市におきましては国

の基準額をベースに各階層、おおむね７割

程度の保育料設定をしております。来週、

保育料審議会を開催予定しておりますの

で、その中で本市が考えます利用者負担額

をお示しさせていただいてご議論いただ

き、決定させていただきたいと考えておる

ところでございます。 

 以上です。 
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○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 それでは、学校教育

課にかかわりますご質問にお答え申し上

げます。 

 まず外国語活動支援事業ＤＲＥＡＭの

件でございます。 

 指導者につきましては学級担任を基本

と考えておりますものの、その取り組みを

子どもたちと一緒に視聴することで学ぶ

ことができるという意味合いもございま

すから、担任以外も含めて多くの教員でそ

の取り組み等にはかかわっていくことが

望ましいと考えております。 

 それから時間につきましては、先ほども

申し上げましたように学校の実情に合わ

せて朝の学習の時間を基本に、昼休みの前

後やまた授業後の時間も視野に入れてと

は思っておりますが、あくまでも学校の実

情に合わせて判断する形を求めていこう

と思っております。 

 しかし、既に朝の学習には計算の勉強で

ありますとか読書の時間でありますとか

そういったことで既にさまざまな取り組

みが進められておりますので、それらとの

兼ね合いも考慮しながら学校で判断する

ように求めていきたいと思います。 

 続きまして、学習プリント活用補助員の

増額分についてお答えいたします。 

 こちらにつきましては、府の最低賃金が

変更になったことに合わせまして時給を

上げたことによる増額分でございます。 

 続きまして、（仮称）せっつＳＵＮＳＵ

Ｎ塾についてでございます。 

 本市の児童生徒の大きな課題の一つに

学習時間の短さが上げられます。その理由

といたしましては学習習慣が身について

いないことや学習環境が整っていないこ

となどが考えられています。そこで、学校

外での学習時間を増やし、学習習慣や学習

内容が身についていくことを目的として

開催したいと考えております。 

 方法につきましては、先ほども申し上げ

ましたが、週平日の夜２日、場所につきま

しては鳥飼地区、それから別府・味生地区、

安威川以北の３か所を考えております。 

 教科は算数、数学、対象は小学６年生と

中学１年生、１会場のそれぞれ２５名を上

限として最大合計１５０名の児童生徒を

迎えるそういう準備を進めておるところ

でございます。 

 それから保護者にはテキストやテスト

代等のご負担をお願いしたいと考えてお

りますが、ほかは市の予算にて充てて取り

組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、安藤委員から

のご質問にお答えいたします。 

 まず小学校の施設改修事業に伴いまし

てトイレの洋式化についてのご質問でご

ざいます。 

 こちらにつきましては、各学校施設の中

で洋式トイレが入ってない箇所に計画的

にということで、平成２７年度から平成２

９年度まで３か年で最低１か所に１基以

上の洋式トイレをという形で進めさせて

いただいております。平成２８年度の実績

で申しますと、現在、小学校で４６か所必

要な箇所がございましたが、３８か所で完

了いたしております。残りは、平成２９年

度で８基の洋式トイレを導入することで

目標達成をさせていただく予定でござい

ます。 

 中学校につきましては３５か所で洋式

トイレが入っていなかったということで

ございますけれども、平成２８年度で計画
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的に完了のほうをさせていただいたとこ

ろでございます。ですので、平成２９年度

は小学校のみ８か所に、８基の洋式トイレ

を入れるということでございます。 

 続きまして、摂津小学校の増改築工事に

伴ってのご質問でございます。 

 今年度に実施設計のほうが完了いたし

まして、３月の１３日に入札が行われる予

定でございます。こちらは規模も大きいと

いうこともございますので、ＪＶによる競

争入札ということで予定されております。

この入札が整いましたら仮契約のほうを

結ばせていただきまして、また新年度、平

成２９年度に入りましたら６月の議会で

議案として提出させていただき、議決をい

ただきましたら、６月後半から７月以降で

工事の着工に入らせていただく予定でご

ざいます。 

 工期につきましては年度内３月までと

いう形で進めさせていただく予定でござ

います。 

 また、大規模な工事ということもござい

ます。校舎増築以外にも屋内運動場の改修

工事も同時期に実施させていただきます

ので、子どもの安全、また学校に訪問され

る来訪者の方の安全対策につきましても

安全対策で不備のないようにガードマン

等も複数つける形で重々配慮させていた

だく予定でございます。 

 続きまして、就学援助金の中での医療費

助成の予算が減額になっているという質

問でございますけれども、ここ最近、実際

の医療費助成の利用者が減少していると

いうこともございまして、予算につきまし

ては減額をさせていただくものでござい

ます。 

 続きまして、校務員委託に係るご質問で

ございます。 

 既に２月に事業者の選定につきまして

は指名競争入札をさせていただきまして、

契約担当のほうから同業務を請け負って

おられる１２業者にお声かけをいたしま

して、その中で５業者が応札いただいたと

いうことです。最終的な業者といたしまし

ては、日東カストディアル・サービス株式

会社大阪支店が受託をされたということ

でございます。この会社につきましては、

全国で主にビルメンテナンス、清掃業務等

で実績を持っておられる業者で、近隣では

守口市の学校校務員業務委託を請け負っ

ておられるということでございます。 

 続きまして、小学校の給食業務について

のご質問でございます。 

 先ほど委員からおっしゃられた鳥飼西

小学校、鳥飼北小学校でのこれまでの委託

業者のほうで賃金未払いといったような

ことがございまして、その後、こちらのほ

うで契約上の保証会社、代行保証のほうに

移らせていただく手続をとらせていただ

きまして、３月１日から新しい業者のほう

に移行させていただいたところでござい

ます。 

 これまで働いておられた従業員の方で

何人かは１月末現在でおやめになられた

方もおられますが、新しい会社のほうで、

これまでの従業員のパートの方を中心に

新しい会社にそのまま移行していただい

て、現在、安全・安心な給食の提供に向け

て人員体制も確保して実施しておるとこ

ろでございます。 

 学校現場のほうでも、当然管理職の先生

に説明もさせていただきまして、またＰＴ

Ａの役員の方に対してもこのような形で

移行させていただくというご説明も事前

にさせていただいた上で、現在、新しい会

社で給食を提供しておるところでござい
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ます。 

 続きまして、同じ小学校給食でのご質問

でございますが、今回、平成２９年度から

民間委託５校目ということで千里丘小学

校の給食業務を委託させていただくこと

となっております。 

 既にプロポーザルによる選定を実施さ

せていただきまして、ホームページのほう

に選定結果を公開させていただいており

ます。選定のあり方につきまして先ほど水

谷委員のほうからもご質問いただいてお

りましたけれども、これまでの請負金額、

学校給食実績、配置人員、衛生管理方針だ

けではなく、業者の経営状況の確認という

ことで財務諸表について過去３年の決算

書である貸借対照表等を提出していただ

きまして、財務状況につきましては専門的

な見地からの分析が必要であるというこ

ともございますので、税理士にその財務諸

表を確認いただきまして、今回、最終的に

は３業者が選考に残られて我々選定委員

のほうで審査させていただいたんですけ

れども、経営状況、財務状況については業

者とも問題ないというような所見もいた

だいた中で選考をさせていただいたとこ

ろでございます。 

 最終的には、株式会社お弁当の浜乃屋に

決定をさせていただいております。その中

におきましても、我々としてもやはり一番

重視しております職員配置、学校給食の委

託実績等において他業者よりも少しアド

バンテージがあったということもござい

まして、８名の委員で、それぞれ持ち点１

００点で８００点満点の中で、最終的に５

９３点という得点で決定をさせていただ

いたところでございます。 

 続きまして、中学校給食に係りますご質

問でございます。 

 平成２９年度で現在の高槻給食との３

年間の委託契約の最終年度となるわけで

ございますが、今後、新年度に入りました

らプロポーザルによる審査のほうに向け

て準備のほうを進めてまいる予定ではご

ざいます。 

 予算額の根拠というご質問でございま

すけれども、喫食率で１５％を見込みまし

ての予算計上とさせていただいておりま

す。現在の喫食率、２学期現在で平均３．

７％ということではございますけれども

そのような数字で計上をさせていただい

ておるところではございます。 

 続きまして、各種健康診断委託料に係る

ご質問でございます。 

 その中での歯科検診の実施状況につい

てのご質問でございますけれども、平成２

８年度の実績で申しますと、小学校でいい

ますと２，２５２名の方が歯科検診を受診

いただきまして、その中で未処置の歯のあ

る児童が５５５名となっております。また

口腔疾患、異常のある児童ということで申

しますと、全小学校の児童の中で２名の方

がそのような指摘を受けられておるとい

うことでございます。 

 中学校につきましては１，０００名の方

が検診を受けられまして、その中で未処置

の歯のある方は２３３名、同様に口腔疾患、

異常のある生徒ということで申しますと

３名となっております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、家庭児童相談室

についてでありますが、虐待のお話で、き

のうの新聞報道でも紹介をされておりま

して、警察への通告というのが、虐待の疑

いとして５万４，０００人、初めて５万人

を超したと。内容的には心理的な虐待が多
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いというような報道があったわけですが、

相談に来られる方や通告をする方にとっ

て本庁の６階ということは、利便性とか相

談とか通告いろいろ、通報であるとかいう

点において利便性は高くなるというご判

断なのでしょうか。 

 それから、今までどおり子育て支援セン

ター、またはいろいろな相談を受け付けて

いる児童発達支援センターのほうでもそ

ういった受け付けもされるのかなと思い

ますけど、家庭児童相談室の機能が子育て

支援センターと本庁と鳥飼の児童発達支

援センターと三つに、それぞれの機能は分

かれているけども三つに分散をすると。学

校に行っている子どもの相談は教育セン

ターだということで幾つかのところに分

かれているようなんですけども、分散され

たときのそれぞれの地域の体制というの

は、やはりそれなりに体制を強化する人員

を増やすなりのことが必要になってくる

んではないかなというように思うんです

が、その点はどういうようになっているの

でしょうか。 

 それと新聞報道でもありますように、先

ほどの水谷委員へのご答弁では通告も１．

４倍になっているということであります

が、この間の通報とか通告、相談の内容な

どについてどういった中身のものが特徴

的なのかについてお聞かせをいただきた

いと思います。 

 それから親子教室、これはくまさん教室

って言われるものが今まで報償金として

市から直接相談員に支払われたものが宥

和会に委託をしていくというようなこと

なのかなと思うんですが、今までと委託を

するということ、その辺はなぜこういう判

断になるのか、その辺の意図についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 子育て支援課をまとめていきますが、子

ども医療費の助成制度についてでありま

す。 

 昨年から中学校卒業まで拡大されまし

た。同時に、一方では入院時の食事療養費

については住民税非課税世帯を除いて廃

止になっているんです。その住民税非課税

世帯の入院時食事療養費というのは、この

子ども医療助成制度の予算の中でどのぐ

らいの比率を占めているのか。 

 加えて、以前のように所得制限なしで入

院時の食事代療養費の助成をした場合に、

この子ども医療費助成制度の医療助成の

予算はどのぐらい増えるのかお聞きをし

たいと思います。 

 私立高校の学習支援金の支給事業につ

いてであります。 

 毎年大体２５０人から３００人の方が

高校に進学をされる中で、４０人程度の方

が新たにこの制度を受けられるというよ

うなお話でありました。 

 国のほうでも給付型の給付金、大学など

高等教育を受ける際の給付型の給付金の

創設に向けた議論が行われているところ

ではありますが、身近なところでの高校の

こういった学習支援金というのは非常に

重要なものだと思うんです。府の制度が充

実してきたから市のほうも重ならないよ

うにということでありますが、私立高校の

授業料が実質上の無償化にはなっている

ものの、公立高校と比べてもその他の費用

というのは、かなりかかると思います。支

給時期にもいろいろ問題があるかと思い

ますけども入学金などの支払いができな

ければなかなか前に進まないと。 

 先日、ＮＨＫでも見えない貧困化という

ことで中学生の女子生徒が非常に経済困

難を抱えながら、すごく勉強のできる子ど
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もであったけれども、入学金って最初に支

払う納付金が払えない。その納付金を払う

ためには利子付きの教育ローンを借りな

いといけない。教育ローンを借りたからに

は、その彼女自身に返済が迫られてくると

いうことで、物すごく悩んでいてそれを指

導する先生も心を痛めるというようなシ

ーンが報道されていたわけです。 

 貧困ということを理由に進学する機会

を奪ってしまうということは本当によく

ないし社会的な損失で、何兆円もあるとい

うような試算もあるぐらいで、行政、国を

あわせて力を入れていかなければいけな

いものだというように思うんですが、この

学習支援金の制度をさらに拡充していく

必要が私はあるんではないかと思うんで

すけども、その点のお考えについて、昨今

の子どもの貧困問題と加えて摂津市の教

育委員会としてはこの問題をどのように

捉えておられるのか、拡充の検討をしてほ

しいんですけどもいかがでしょうか。 

 次に、千里丘地域のマンションについて

ですけども、マンション開発、一定販売業

者から情報収集されたことをご報告いた

だいたわけであります。 

 情報を聞いて何人ぐらいになるかアン

ケートもとっておられるということであ

りますが、しかし、実際、子どもの数が増

えてしまったときにどう対応していくの

かというのは、いろいろなシミュレーショ

ンを考えていかないと対応ができなくな

ってしまうと思うんです。ＪＲ以南と違っ

てＪＲ以北というと小学校は一つしかあ

りませんので、通学区域を変えていくとい

うことにもいろんな問題も生じる可能性

があると思います。物理的にも、児童生徒

の数が急増した際にどういう対応をとっ

ていくのかというのは非常に難しい問題

があると思うんです。そのことは頭を抱え

ながらも、何とかしなければいけないとい

うことでお考えになっていただくのは当

然だと思うんですが、その辺具体的な検討

状況をお示しいただきながら、対応策を進

めていただきたいと思うんですが、いかが

でしょうか。 

 就学援助金の件についてであります。 

 新入学の学用品費の引き上げというの

は国のほうが、実際に入学のときにかかっ

ている費用と支給している就学援助金と

乖離があると、実態に合わせるということ

で引き上げられる。これは本当にそのとお

りであって、もっと早くやってほしかった

なという思いもあるんですけども、やはり

実態に合わせていくというのは非常に大

事なことだと思うんです。実態に合わせる

ということであると、特に、多額のお金が

まとまって出ていくこの入学金のお金を

準備金としてそれぞれの行政が支給して

いくということが求められると思うんで

す。国のほうからも問い合わせがあるとい

うことをおっしゃっていますけども、この

問題もずっと前から文教常任委員会でも

私、問題提起をさせていただいてまいりま

した。この間、全国的にも入学前に入学準

備金として支給をしていこうというよう

なことを実施し始めた自治体というのが

どんどん増えてきているんです。いろいろ

やり方はあるかと思うんです。３月に入学

準備金を払ったけども４月の段階で転勤

になってしまったときに、転勤先でどうす

るのかとかいろいろなことを心配してい

らっしゃるかと思うんですけども、例えば

東京都の八王子市などでも前年度の所得

基準で、前年度の認定基準でもって入学準

備金を支給すると。入学した後はそれを払

わない、当然のことであります。もし引っ
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越しをされた場合は引っ越した先の自治

体に対して準備金はもう支払っている旨

をお伝えして、二重にならないように対処

をしているというような事細かな事例が

あるんです。八王子だけでなく群馬県太田

市でもやっておられますし、あちこちでこ

の準備金、新聞でも報道されていたかと思

うんですけどもやられています。お隣の高

槻市でも中学生に対して行っています。 

 子育て支援のまちということを大きく

打ち出していこうとしている摂津市が、身

近な問題で切実な思いを訴えられている

問題で、きちんと応えられないというのは

非常にやはり私は問題ではないかなと思

うんです。今から入学前に支払えというの

は幾ら何でもむちゃな話ではありますが、

第１回目の支給日を８月ではなくて少し

でも早く、せめて入学学用品費については

支給をしてあげるというような考えはな

いのか。入学式のときに制服の採寸はもう

既にやっておられると思いますけども、引

き取ってお金を払うときにかなり大きな

お金、まとまったお金が必要です。そのと

きに間に合う、もしくはできるだけ早く支

給してあげるというのが非常に大事だと

いうように思いますけどその点のお考え

はないのか、また平成３０年度の入学に向

けて検討していくということは大事だと

思いますけども、そのお考えについてお聞

かせいただきたいと思います。 

 続いては学童保育です。 

 民間委託とサービスの向上がセットの

ような形にされてしまっているんですけ

ども、少なくとも民間委託を進めていく上

でも全てを一気に民間委託をするわけで

はないと思います。１０校ある小学校の中

の数校で、何校になるかわかりませんが民

間委託を進めていくというときにも、木下

課長からご紹介いただいたようにいろい

ろ留意事項、意見書として子ども・子育て

会議のほうにも出されている中で、どこの

学校の学童保育を受けても安心できるサ

ービスを提供してほしいというこのこと

も大事な留意事項だったと思うんです。民

間委託の学校があろうとも直営の学校が

あろうともサービスの充実を図っていく

という点では同じです。ですから、民間委

託がまだスタートしない、民間委託とセッ

トではなくて今の摂津市の学童保育、学童

保育そのものをどうしていくのか求めら

れているサービスの向上と、摂津市のみず

からがつくった基準を満たしていくため

の計画的な拡充を進めていく必要がある

というように思うんですけども、もう一度

ご答弁をいただきたいと思います。 

 それから、サービス向上とあわせて学童

保育の分野でも４月当初から学童保育に

入れない待機の子どももいらっしゃると

聞いております。待機の現状についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 あわせて、それぞれ学童保育の保育施設

の面積の基準があります。面積基準からそ

れぞれの学校の保育施設、学童ホームの定

員もはじき出されているかというふうに

思うんですけども、現段階で定員をオーバ

ーしている、弾力的に受け入れておられる

ケースで定員をオーバーしているような

学童保育室はあるのかどうなのか、どこな

のかあわせて教えてください。 

 保育所にかかわってであります。 

 ５７１名の方が申し込みをされて、保育

の必要性の認定が必要ですのでいろいろ

なケースの下であなたには保育の必要性

がありますということで認定されるんで

すね。認定された方に保育所を提供してい

くというのは当然のことであるんですけ
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ども、５７１人申し込みがあって保育が必

要とされている方の中で入所が決定した

のは４５４名と。１１７名の方が入れませ

ん、待機ですということで通知されている

ということで、今後、この１１７名の方の

必要とされている保育をどう提供してい

くのかというのがまさに問われているん

だと思うんです。これはどういうようにや

っていくのか、具体的にお考えをお聞かせ

いただきたいと思うんです。 

 代表質問のご答弁ではここからいろい

ろ、１９名定員の小規模保育所のＡ型が千

里丘駅前にオープンをしますということ

でありました。 

 先ほど水谷委員のご答弁の中でも既存

施設で１０名増員があるというようなこ

とでありました。ここで２９名、条件が合

えばそこに入っていただけるということ

でありますけども、それでもなおかつ９０

名ほどの方の待機が発生しかねないよう

な状況にあります。その点の対策、対応に

ついてお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 それと毎年、年度途中に待機児童という

のが増えていくのが今の流れになってい

ます。平成２８年度４月当初は９７人の方

が必要性を認められながら保育所には入

れませんでした。厚生労働省に報告する実

待機児童で言えば２４名でした。それが

月々どんどん増えて、２月の１日の時点、

ホームページで公表していただいている

中身で見ますと、実待機児童、私的理由と

言われている方を除いても１６３名の方

が今は入れていないんです。新年度に入れ

ば入られると思うんですけども１６３名。

保育が必要とされている方では入れてい

ない方は２８２名に達しているんです。現

段階でも既に１１７名の方が必要である

のに入れていない状況の下で、この平成２

９年度の間で一体どのぐらいの人がせっ

かく摂津市で子育てしたいと思っていて、

または平成３０年から大学生まで医療費

助成をみてもらえるということで楽しみ

に来たのに、まず働きながら子育てができ

ないじゃないかというような声が出てく

るというのは当然予想しないといけない

ことだと思うんですが、それをどういうよ

うにお考えになっていくのかお考えをお

聞かせいただきたいと思います。 

 もう一点は、申し込みをしてから決定通

知が送られてくるのが２月下旬もしくは

３月の頭に決定通知もしくはあなたは待

機になりましたという連絡が入るのは２

月末から３月の初めということです。 

 あなたは入れません、待機ですよと言わ

れたお母さんからお聞きしたんですが、会

社の人事異動というのは４月スタートで

あれば３月の頭には内示が出る会社は結

構あるんです。その２月の早い段階で一定

の意思を示さなければいけないけども、申

し込みはしたんだけども、入れるのか入れ

ないのかがわかるのが３月の頭ぐらいに

なってしまうと、もっと早くできないのか

というようなお声を複数の方からいただ

いているんです。 

 この待機児童になる、ならないというの

は物理的な問題もありますけども、待機児

童になればそれに対してどうするのかと

いうことも考えないといけないというこ

とでもありますので、決定通知をもう少し

早くお知らせすることはできないのか。一

般社会の中で人事異動の検討がされてい

る中で、早く子育てにしても仕事の職場復

帰にしても方針を立てなければいけない

のに前に進まないというような状況にな

ってしまっているんではないかという思
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うわけですけども、その点のお考えをお聞

かせください。 

 公立保育所の申し込み状況と待機のお

話も伺いいたしました。やはり公立保育所

は、今、３園になってしまいましたけれど

も、公立保育所にいろいろなことを求めて

いる保護者の方が依然多いんだなという

ことを改めて感じているわけです。正雀保

育所も民営化されていきます。今後の民営

化の方針がさらに民営化が進められてい

くのかどうか、その点のお考えもお聞きし

たいんですけども、一定やっぱり公立保育

所に求められている機能や役割、保護者の

皆さんの思いを受けとめて公立保育所を

維持し、なおかつ公立保育所として新増設

も考えていく必要があるのではないかと

いうように思うんですけども、見直しをさ

れるお考えはないのかお聞かせをいただ

きたいと思います。 

 保育料のことであります。保育料等審議

会があって来週決定をされていくという

ことであります。保育料の無償化を実施し

ている自治体が近隣にも生まれてきてい

て、動向なども注目すべきことではあるか

なと思うんですけども、一つ、保育料の減

免の制度が、この間に拡充をしてきたこと

に関してお聞きしておきたいと思います。 

 多子減免の制度が拡充されました。今ま

では保育所に通っている子どもを第１子、

第２子、第３子とカウントをして第２子を

半額、第３子を無料というような形で計算

してきたものを、上の子どもの年齢問わず

第１子、第２子、第３子ということで保育

園に通っている人の保育料を軽減すると、

子どもの多いご家庭にとってみると制度

の拡充ということで、非常にいい制度だと

思うんです。 

 ただ、これは所得制限があります。年収

で３６０万円未満相当のご家庭が対象と

なります。未満相当というのは、年収です

ので実際は保育料を計算する基準となる

住民税額によって決まってきますので、年

収が３６０万円未満であっても細かく計

算をしていくと当てはまらないというよ

うなケースも可能性としてはあると、現に

そういったことが起きたと思います。 

 子育て世代というのは、今の経済状況の

下でも不安定な就労をしている方が非常

に多いです。年によっては、残業等が多く

て収入が増えたり、突然その仕事がなくな

ってしまったりということで１年１年の

安定した収入というのがなかなか保障さ

れないご家庭が多くなっています。１年に

よって大きく収入が変動して、ボーダーラ

イン上にいるご家庭で保育料の多子減免

が受けられなくなってしまった途端にそ

のご家庭の生活が非常に苦しくなるとい

うことが実態として起きています。 

 例えば、堺市は、今度その多子減免のカ

ウントで第３子は上の子どもの年齢が何

歳であろうと、しかもそのご家庭の所得が、

所得が高かろうが低かろうが所得制限な

しで第３子は無償にするというような制

度を実施するというようなことでありま

す。一遍に、全部の保育料を無償にすると

いうのはなかなか困難だというように思

います。いろんな問題が生じるかもしれま

せんが、多子世帯減免と今ある制度を摂津

市の運用で３人目の子どもを無償にでき

る２人目の子どもを半額にできるという

ような制度に拡充していくことが非常に

必要じゃないかと、この間いろいろな経験

をしながらそういうふうに思っていると

ころですけども、多子減免制度、摂津市独

自の運用で拡大することができないのか、

そのお考えについてお聞かせいただきた
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いと思います。 

 外国語の活動についてであります。 

 ＤＲＥＡＭについてですけども、担任だ

けでなくほかの先生もということであり

ます。しかも、学校の実情に応じて時間を

つくってやってほしいということであり

ます。 

 野本課長からもお話がありましたよう

に、それぞれの学校ではモジュール、１５

分のいろいろな学習をやっておられると。

朝の時間を使って漢字を勉強したり計算

をやったり読書をやったりと、それぞれの

学校やそれぞれの学年が特色や子どもた

ちの状況に合わせてカリキュラムを組ん

でおられると思うんです。そこに摂津市が

一律的に、ＤＲＥＡＭの中身が悪いとか言

っているわけじゃないですよ、この英語の

学習を提供した場合にそれが優先されて

しまうのか、もしくは今までやっているも

のをはじき飛ばしてそれをやらなきゃい

けないのか、または今までのものもやりな

がら時間を無理やりつくってでも、１５分

をつくってＤＲＥＡＭをやるのかその辺

は、どんな考えなのでしょうか。カリキュ

ラムの編成権というのは学校にあるとい

うように認識しているわけですけども、こ

れはあくまで教科でもありません。英語が

教科化される前に子どもたちに英語に親

しんでほしいという教育委員会の思いは

十分わかるんですけれども、それぞれの学

校が少ない人員で、そして非常に少ない時

間の中で子どもたちによかれと思って進

めている今の学習やカリキュラムの編成

を崩したり、もしくは子どもたちにぎゅっ

と詰め込んだ学習を強制していくという

ことになると、これは本末転倒になるんで

はないか。このＤＲＥＡＭの運用について

は、これはそれぞれの学校の運用に任せら

れるものなのかどうなのか、それとも強制

的にこれはやるものだということでやっ

てもらうのかですね、その点の姿勢をお聞

きしたいというように思います。 

 学力向上です。学習プリントの活用補助

員の時給が上がったということで、私聞き

方を間違えてしまったんですが、学力定着

度調査についてお聞きしたかったんです

けども、小学生の全ての学年に学力定着度

調査をやるのは今度で３年目になってく

るんです。こちらも去年よりは２５万円ほ

ど予算とっておられて４００万円計上さ

れているんですけど、学力定着度調査の増

額を聞きたかったんですけどもお聞きし

たいと。 

 それから学習プリント活用補助員の配

置とその活用方法、もう既に何年かやって

こられましたけども、その効果、本当に必

要であるんだったら全ての学校に広げて

いく必要があると思うんですけども、その

到達点はどうなのかお聞かせをいただき

たいと思います。 

 それから（仮称）せっつＳＵＮＳＵＮ塾

です。私、これを聞いて、もやもやした思

いなんです。 

 公教育で学校の中で得るべき学力を学

ぶ。ところが、学校が終わった後に教育委

員会が無償で民間の塾に子どもたちに教

えてもらうということについてのお考え

ですね。もちろん、家で学習する機会とか

学習する場所ですとか勉強する、学力をつ

けるという点では必要なのかもしれませ

んが、なぜ学校の中でできないのか、その

点のお考えを教えていただきたいと思い

ます。 

 それから地域も安威川以南２か所と安

威川以北１か所と、この配分もなぜこうい

う配分になっているのか。 
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 それから定員がそれぞれ２５名、無償で

近くに行ったら勉強できる、勉強させても

らえるっていいますと、子どもが小学生で

したら行ってほしいなと思いますけども、

定員オーバーしたときに抽せんになるわ

けですね。抽せんになると、意欲のある子

どもで、教育委員会が無償で提供している

もので参加できる人とできない人が生ま

れるということについて公教育としての

立場からどうなのか、不公平感があらわれ

ないのか、またはお金を払って塾に行って

いて高いところを目指しておられる子ど

もたちからしてもこういった考え方につ

いてどんなふうに受けとめられるのかい

ろんなことが考えられるんですけども、そ

の点はどういうふうに説明されようとし

ているのか、その辺の整理をする必要があ

ると思うんですけども、議論の中身を知り

たいんです。教えてください。 

 あと学力定着度テストとあわせて、大阪

府のチャレンジテストです。 

 １月に１年生と２年生で実施されまし

た。大阪府内の南部のほうの学校では半分

の生徒が欠席をしたというような報道も

ありました。これはチャレンジテストの結

果が本人の入試のときの評定に影響して

しまうからで、１年間通して先生がつけて

きた評定が仮に５であっても、たまたま体

調が悪くて１回のチャンレンジテストの

点数が悪かったらその５が覆って３にな

ったり４になったり下がってしまう可能

性があると。学習塾によっては、成績のい

い子に対しては失敗して落ちるリスクが

あるんだったら欠席しなさいというよう

に指導しているような学習塾も現にある

という報告をされているんです。これは、

もう完全に中学校教育をゆがめてしまっ

ている制度です。 

 国会で他の政党の議員が週刊誌を利用

して言ったことを、いろいろ言われている

んであれなんですけども、きのう発行され

た週刊文春にも大阪府のこのチャレンジ

テストのことを書いてありました。まさに、

今、私がお話をしたようにチャレンジテス

トが学校教育をゆがめてしまっていると

いうことで、しかも、先生たちの中から反

対の声がどんどん上がっているというよ

うなもので、これにはやはり摂津市の中学

校教育で、子どもたちの進路にかかわる大

問題として反対を表明するとともに、中止

を求めて参加しないと言うぐらい態度を

表明するべきではないかと思いますがい

かがでしょうか。 

 小学校の施設についてです。トイレにつ

いてわかりました。 

 学校のトイレというのは、子どもたちや

先生たちだけでなくて地域の方々も利用

されるものでもあります。学校で行われる

地区体育祭や地域の方々と一緒になって

行われるさまざまな行事があるんです。学

校開放もあります。体育館とか運動場にあ

るトイレとかプールの横にあるトイレと

か、やはり和式が残っているんです。地域

の人たちが学校を使って子どもたちと一

緒にいろんな地域活動を行います。ただト

イレに行こうと思うと、校舎の中はできる

だけ入らないようにしようということが

多いので外のトイレを使うということに

なるわけですけども、やはり和式であると

トイレの利用が非常に困難になってきて

いるという声を非常に多くお聞きするん

です。 

 校舎の中での洋式トイレが１基ずつで

はあれ、各フロアに今年度中には全部つく

ということでありますので、やはり学校施

設全体として運動場であったりプールで
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あったり体育館、地域の方々が活用するよ

うな場所のトイレの洋式化ということも

ぜひ検討して進めていただきたい。これは

要望としておきます。 

 摂津小学校の増築工事につきましては、

安全対策それから地区運動会いろいろな

催し物が学校で使われていますので、その

辺の調整をしっかりしていただきたいと

いうように思います。とりわけ、摂津小学

校の前は道路も狭いですし、近くには保育

所と児童センターもあって小さい子ども

の出入り、通行も多いというふうに思いま

すので、安全対策にしっかり取り組んでお

いていただきたい。 

 それから教育施設の建設、建て替え、入

札を始める直前になって建築基準法の問

題であったりとか配管の問題であったり

とかいろいろなことが起きて変更になっ

たり摂津市でもありますね。しっかりとし

た調査をした上で専門家の目で遅滞なく

安全な工事を進めていただきたいと要望

しておきたいと思います。 

 校務員の委託についてです。校務員の民

間委託問題で、債務負担行為のときの議論

でも申し上げましたように、校務員の業務

というのは何も修繕だけが仕事ではない

と。学校の行事、児童生徒、地域の皆さん

と連携をとりながら学校の運営にも協力

をしながら行っていくチーム学校の中の

一員だということであるということだと

思うんです。今回、３校で委託をされてい

く中で、教育分野での民間委託は費用だけ

でなく契約の内容が大事です。ですから学

校や教育委員会が考えている業務を遂行

してほしいという点で、プロポーザル方式

での入札で行っておられたというように

思うんですけど、今回、指名競争入札とい

うことなんです。これは、なぜプロポーザ

ルでなくて費用だけの指名競争入札とな

っているのかお聞かせいただきたいと思

います。 

 それから、今回、初めての業務委託とい

うことになります。正規の校務員の数が減

ってきて、退職者不補充という方針の下で

非常勤の方だけで学校の校務を担ってい

る学校が増えてきたということで、民間に

委託していこうというような流れになっ

ていると説明がされてきたわけですけど

も、これまで学校の校務をされてきた校務

員のモチベーションであるとか、校務員が

培ってきた技術とか学校との関係、こうい

ったものを一遍に全部が委託されるわけ

ではありませんのでどのように維持して

いくか、またそれを全市内の学校に広げて

いくのか、その点のお考えをお聞かせいた

だきたいというように思います。 

 あわせて、今回民間委託をするというこ

と、指名競争入札したということで一番の

大きな期待しているメリットというのは

金額的な・財政的な問題なのかなというよ

うに思うんですけども、財政的な効果額に

ついてもお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

 小学校給食です。財務の問題が今回新し

く選定する上では重視をされるというこ

とで、税理士にも財務諸表を提出してもら

って見てもらったということであります。 

 新たな浜乃屋の代行保証会社というの

はどういうとこなのか、そこのチェックも

されているのかどうなのか。 

 加えて、この双葉給食から受け継いだナ

フス株式会社は、あってはいけないことで

すけどもナフス株式会社に何かあったと

きのための代行保証会社、これも今後まだ

２年間の契約が残っているわけですから

必要だと思いますけどもそれはどうなっ
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ているのかお聞かせをいただきたいと思

います。 

 それと給食の民間委託、業者が変わると

いうことはかなり現場での事務量である

とか打ち合わせというのが非常に煩雑に

なってくるということが想定されます。と

りわけ、今回のように年度末に突然業者が

変わったことでは相当現場の皆さんや担

当の皆さん、忙しい中でご苦労されたとい

うことです。穴をあけずにやっていただい

たことについては本当に敬意を表するも

のでありますが、新しい業者を入れる際に

は、私、以前にも申し上げましたが、４月

当初、新入生や進級、新しいクラスに対し

て給食指導、アレルギーの対応など、栄養

教諭の仕事が非常に多忙だという中で新

しい業者とのやりとりもしなければいけ

ないので、年度当初ではなくて年度途中か

らの切り替えにしてほしいというような

要望をさせていただいたわけです。 

 今回について、栄養教諭も５人から４人

になって現在４人しかいらっしゃらない

ということであります。４月から千里丘小

学校で新しい会社で鳥飼北小学校、鳥飼西

学校でも３月から新たな会社が入ってき

て４月から人員が変わる可能性も否定で

きないと思うんですけども、この点の更新

時期について、やはり４月当初からやると

いうのは問題あるんじゃないか。４月から

やるということでありますけども、それに

対して人的な保障とか体制をきっちりと

っとる必要があるかと思いますが、そのこ

とについてのお考えをお聞かせください。 

 中学校給食です。 

 １５％喫食率を予算計上の根拠という

ことであります。現状は平成２７年度を平

均で、５校平均で３．７％ということで、

なかなかそこまで達していないわけなん

ですけども、平成３０年度の更新に向けて、

中学校給食のあり方について根本的に議

論し、検討し直す必要があるんじゃないか

なというように思います。本来であれば、

学校給食は安全で安心な温かい給食を全

ての子どもたちに提供する、それをもとに

食育も推進していく、栄養バランスのとれ

た食べ物をせめて学校給食では食べても

らおうと、貧困の対策にもなっているとい

うことですので、溝口課長を初めとした給

食の担当の皆さんは、安全、衛生やアレル

ギーやメニューのことを一生懸命考えて、

食育をどう発展していくのかということ

を考えていただかなければいけないのが、

今、やっていらっしゃることはリクエスト

メニューをどうするかとか、給食の販売員

のような形になってしまって、あっせんの

ことが主になってしまっているんじゃな

いかとさえ思ってしまいます。本来の給食

の姿から出発して、中学校給食を考え直し

ていかないといけない時期ではないかな

というように思うんですけどもいかがで

しょうか。 

 それから、学校によって喫食率にも非常

に大きな開きがあります。学校名までは結

構ですので、高いところと低いところ、ど

のぐらいかをお聞かせください。 

 歯科検診についてです。 

 小学校では２０％から２５％ぐらいが

未処置の虫歯があるということで、口腔崩

壊で２名、小学校２名と中学校３名いらっ

しゃるということであります。 

 大阪府の歯科保険医協会というところ

が昨年の１１月に府内の小・中学校と高校

を対象にして学校歯科治療調査を行った

と。回答があった４１６校で歯科検診を受

けた子どもが１９万８，６２２人、そのう

ち３２．３％にあたる６万４，１３５人が
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要受診と診断され、その中で医療機関を受

診したのはわずか３４％、６５％ほどが未

受診だったと。摂津市の場合は、未受診の

割合はかなりこの調査では低いわけです

けども、口腔崩壊のある子どもがいると答

えた学校が回答した学校の中の約半分あ

ったということで、口の中の健康というの

はやはり家庭や地域の問題がかかわって

くる問題で、ここにやはり貧困問題もあわ

せて考えていく必要があるのではないか

なというように思っております。 

 ここでお聞きしておきたいんですけど

も、子どもの貧困対策法が施行された後、

摂津市として子どもの貧困対策として具

体的にどんなことがなされているのか、経

済的な援助であったり学習的な援助であ

ったりさまざまな問題があるかと思いま

す。今、よく報道でお聞きするのは学校給

食の無償化であったりこども食堂への援

助であったり、こういうことが特に中心的

によく報道されていますが、摂津市として

この法律の施行後、貧困対策としてどんな

ものがなされているのか、また今後どのよ

うな形で貧困対策に向き合っていこうと

しているのか、このこともお聞かせくださ

い。 

○市来賢太郎委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子育て

支援機関に係るご質問にお答えいたしま

す。 

 まず、最初に家庭児童相談室の事業に関

してでございます。 

 まず、相談内容からご答弁申し上げます。

本市の平成２７年度の取扱件数の内訳で

ございますけれども、性質別で一番多かっ

たものといたしましては、心理的な虐待が

全体の３８．６％ございました。次に、身

体的虐待が３４．７％と、この２種類で大

半を占めている状況でございます。 

 また、相談の経路を見てみますと、警察

からのご相談が２９．５％と最も多く、次

に近隣、知人からが２０．５％と続いてお

ります。 

 こういった虐待の背景には、各世帯にお

いて経済的な問題であったり、また子ども

の発達の問題であったり、あるいは保護者

の健康面の課題が複合的に絡んでいるよ

うな場合もございます。したがって、家庭

児童相談室だけではなく、関係課、関係機

関との連携が非常に大切だというように

考えております。 

 このような中で、今回、本庁６階のほう

に移動を考えているところでございます。 

 また、今回、くまさん親子教室を委託す

るということにつきましては、一つはこの

ような増加している虐待への対応という

ことで、委託によって生み出された人員を

虐待対応のほうに振り分けるといったこ

とも考えております。 

 具体的には、心理士を虐待対応のほうに

充てていくといったことを考えていると

ころでございます。さらに、摂津市立つく

し園の運営法人である摂津宥和会に委託

することにより、親子教室の中で発達の支

援が必要というように考えられる子ども

につきましては、摂津市立つくし園との連

携がよりスムーズに進むのではないかと

いうように考えております。 

 分散された場合の体制のことについて

危惧をしていただいているということで

ございましたけれども、先ほど申しました

ように、人員を生み出してそちらに充てる

ことで対応をしてまいりたいというよう

に考えているところでございます。 

 また、体制につきましては、それぞれ本

庁につきましては、主に虐待対応を、それ
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から子育て総合支援センターにつきまし

ては、主にご家庭からのさまざまなご相談

に対応してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 次に、子ども医療費助成について、主に

入院時の食事療養費についてのご質問で

ございます。 

 現在、平成２９年度の予算の中では、入

院時の食事療養費の分として、約６０万円

程度ということで見込んでいるところで

ございます。 

 子ども医療の入院時食事療養費につき

ましては、現在、非課税世帯を対象として

おりますが、この比率につきまして、生活

保護世帯であるとか、また、ひとり親家庭

の方を除いた比率としては、１５％程度と

いうように見込んでおるところで、これを

割り戻したものが元の数字となってくる

というように考えております。 

 さらに、高等学校の学習支援金の拡充に

ついての考え方ということでございまし

たけれども、この事業につきましては、就

学援助のシフト事業として位置づけてま

いったこともございます。また、単独扶助

費として実施してきたところもございま

す。貸し付けの奨学金の事業を廃止して実

施してきたということがございます。もし

拡充するという場合につきましては、当然

財源がまた新たに必要になってくるとい

うことで、財政的なことを十分に考えてい

く必要があると考えております。 

 次に、就学援助の早期の支給についてと

いうご質問でございますけれども、就学援

助につきましては、さきの代表質問にもご

ざいましたように、入学前に支給をしてい

る自治体もございますけれども、現在、国

において支給時期の調査を実施されてお

ります。また、これまで入学前ではなく、

新入学生に対しての支給ということで位

置づけられておりますため、国の動向も今

後十分に注視してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、学童保育事業のご質問でございま

すけれども、学童保育につきましては、委

員ご質問がありましたとおり、設備及び運

営に関する基準が定められたところでご

ざいまして、本市におきましても条例制定

をしてきております。 

 その中身としましては、職員の数として

クラスごとに２人以上を配置であります

とか、児童の数をクラスごとにおおむね４

０人以下と定める。また、設備の面積を児

童１人当たりでおおむね１．６５平方メー

トルなどとなっております。また、その職

員につきましては、２人以上配置するうち

の１人は、放課後児童支援員を配置すると

いうことになっているところでございま

す。この放課後児童支援員につきましては、

一定の要件のある方で研修を受けた方と

いうことになっております。 

 現状では面積はこの基準におさまるよ

うに努めているところではございますが、

入室申請の一斉期間中に申し込みされた

方については、子育て支援の観点から受け

入れをするようにしてきており、若干の幅

を持たせております。 

 平成２９年度の入室の申し込み、２月時

点での集計ではございますけれども、４校

でこの基準を若干弾力的な運用をして受

け入れをしてきております。 

 また、待機児童もこの４校、味舌、摂津、

別府、鳥飼西、この４校で６人の方に待機

いただく状況でございます。 

 それと摂津小学校におきまして、大幅に

児童が増加してきておりますけれども、平

成３０年度以降につきましては、先ほど、
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総務課から答弁されました増築工事に伴

い教室を増やし、学童保育室につきまして

も、一定対応が可能かと考えております。

また、来年度につきましては、会議室の改

修等により、専用室を設けることで準備を

進めているところでございます。 

 最後に、子どもの貧困対策についてのご

質問でございますけれども、国におきまし

て、子どもの貧困対策としてさまざまなメ

ニューが示されておりますけれども、本市

で実施しているものをそのうち挙げさせ

ていただきますと、例えば、教育の支援と

いう中にはスクールソーシャルワーカー

やスクールカウンセラーの配置の拡充、そ

れから土曜しゅくだい広場の実施、また就

学援助の拡充、それから先ほどご質問のあ

りました私立高等学校の学習支援金、また

生活困窮世帯への子どもの学習支援など

がございます。 

 また、生活の支援としては、ひとり親家

庭に対しての相談支援の事業、それから待

機児童解消のための保育所整備、また主に

未就学児に対してのつどいの広場の実施、

こんにちは赤ちゃん訪問事業による乳幼

児の訪問、妊婦健診や乳幼児の健診事業の

充実などがございます。 

 さらに、保護者の就労の支援といたしま

して、ひとり親家庭の資格取得のための給

付金の拡充、ひとり親家庭の高等学校卒業

程度認定試験の合格支援といったものが

ございます。 

 さらに、経済的支援と位置づけられてい

るものにおきましては、ひとり親に対して

の児童扶養手当の支給拡充、ひとり親家庭

への貸付事業のご相談、子ども医療費助成

などがあるというように認識しておりま

す。 

 今後、大阪府におきまして、子どもの貧

困対策部会で議論をして、施策の方向性を

検討するということになっているところ

でございまして、本市におきましても、そ

の中身について、十分注視していきたいと

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 それでは、安藤

委員のご質問にご答弁申し上げます。 

 まず、待機児童対策でございますけれど

も、平成２９年度の待機児童の対策でござ

います。繰り返しの答弁になろうかと思い

ますけれども、平成２９年度は小規模保育

事業所の早期開設に向けまして、募集要項

の整備を進め、準備を始めていきたいと考

えております。 

 また、希望される施設に入所できるよう、

民間保育園との利用調整を随時行ってま

いりたいと考えているところでございま

す。 

 また、保育士の確保の観点からも民間保

育園のほうの受け入れ体制を支援してま

いりたいと考えておるところでございま

す。 

 また、現在、取り組みも進めております

けれども、正雀保育所の建て替えに伴う定

員増、また山田川公園内への民間保育園等

の整備についての事務につきましても、着

実に進めてまいりたいと考えております。 

 それと入所決定時期の問題でございま

すけれども、保育所等の入所決定の可否に

つきましては、委員がおっしゃいましたよ

うに、職場復帰であったり、育休等の延長

手続等、こういったことも影響することは

十分認識をしております。そのようなこと

から、平成３０年度保育所等の入所受け付

けにつきましても、時期の前倒しについて

も検討してまいりたいと考えているとこ
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ろでございます。 

 次に、公立保育所としての役割と増設の

考え方でございますけれども、公立保育所

につきましては、国の三位一体改革等によ

りまして、運営経費、建て替え補助という

のが一部を除き、廃止されている状況の中

で新たな施設整備、また運営を拡大してい

くというのは、困難な状況にもあるのかな

と一定考えております。 

 多様化してまいります保育の教育ニー

ズに対応するためには、民間の力をかりる

中で効率的、効果的に運営していくこと、

またそして、建て替え等の補助を活用して

いただいて、定員増を図っていただくこと

は市全体、子育て支援には、また保護者の

支援にもつながるのではないかといった

考え方でございます。 

 公立保育所の役割としましては、民間保

育園の建て替えの施設整備の支援はもと

より、保育のソフト面というんですか、就

学前教育や保育の充実であったり、小学校

との連携、他機関との連携など、今後も合

同研修会等をはじめ、積極的に民間保育園

を引っ張っていく、またいろんな情報を発

信していくといった役割をさらに強めて

まいりたいと考えております。 

 次に、保育料の多子世帯減免についての

拡充の考え方でございますけれども、子ど

も・子育て支援新制度におきます保育所等

の利用者負担額につきましては、世帯の状

況と所得の状況、その他の事情を勘案して、

国が定める水準を限度として実施主体で

ある市町村が市町村民税をもととして決

定をさせていただいております。本市にお

きましても、市町村民税額をベースに利用

者負担額の階層を決定いたしております

けれども、国が定める水準の７０％程度で

設定をしているところでございます。 

 また多子世帯減免、ひとり親家庭につい

ても、国のほうで平成２８年度から大幅な

負担軽減が図られました。国では平成２９

年度も負担軽減を図られるようなことに

もなっております。今後も国の利用者負担

額軽減の考え方をベースに、市として金額

を設定してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 学校教育課に係り

ますご質問にお答えをいたします。 

 まず、ＤＲＥＡＭに係る件でございます。

実施時間は朝の時間を基本としておりま

すけれども、決して朝の学習を潰すように

ということを求めているわけではござい

ません。ただ、工夫できる箇所はないかと

か、上手に運用できる箇所がないかとかい

うことは見出してほしいと考えていると

ころでございます。 

 今後、新学習指導要領が実施されるにあ

たり、小学５・６年生の外国語活動が外国

語となり、現在は１時間ですけれども、２

時間という設定になる予定でございます。

授業の総コマ数を増やさない中で１時間

増えるという状況をどう組み込むのかと

いうのは、全国で今、どのように対応する

のかということを各自治体で論議がなさ

れているところであり、このＤＲＥＡＭの

導入というのは、その問題とも重なってく

ることではないかと考えており、このＤＲ

ＥＡＭを活用すること自体も今後の外国

語、外国語活動の導入の研究にもあたるの

ではないかと考えております。 

 それから、このＤＲＥＡＭを１５分、そ

して週３回という基本のシステムになっ

ておりますが、その内容は、繰り返しがベ

ースとなっており、少しずつ変化を入れな

がらの繰り返しの内容でございます。子ど
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もの実態に応じて内容を飛ばすといいま

すか、うまく選択して活用することなどに

より、時間の調整等も図られるのではない

かと考えております。 

 続きまして、学力定着度調査の増額等に

係る件でございます。 

 現在は２年目、次年度３年目を迎えます

この学力定着度調査ですが、経年比較を行

うということに主眼を置いていることも

ございまして、随意契約によりこの業者に

調査を委託しております。その調査自体が

次年度値上げになるということがあり、そ

の対応から増額をしているところでござ

います。 

 続きまして、学習プリント活用補助員に

関する件でございます。 

 現在、市内小学校３校に配置をしており

まして、次年度も同じ人数を配置いたしま

す。事務局といたしましては、効果が高い

とわかれば、当然拡充していきたいと考え

ております。ただし、ほかの学力向上施策

とあわせて考えたときには、慎重に判断し

なければならないと考えました。ただ、こ

の１２月に実施いたしました学力定着度

調査の結果から、当該校の多くの学年にお

いて、前年度を上回る結果となり、子ども

たちからもアンケートを年３回とり、それ

を効果検証の材料といたしましたけれど

も、学習時間が長くなる、特に高学年にな

るにつれて長くなる傾向が見られ、一定の

効果が見られると捉えております。次年度

以降も続けて検証し、拡充等を模索してま

いりたいと思います。 

 続きまして、（仮称）せっつＳＵＮＳＵ

Ｎ塾に係る件でございます。 

 これは、子どもたちに力をつけたいとい

う思いがベースにあり、重ねてさまざまな

環境にある子どもたちに学びの場を提供

したいという思いから、取り組みを始めよ

うとしているところでございます。 

 学校内でできないのかというお問いか

けでございますが、学校の中でも子どもた

ちの学校外での学習時間の短さを憂慮し、

宿題等の工夫により、さまざまな取り組み

を進めている、また今後も進めていこうと

しているところでございます。 

 市教育委員会といたしましても、あわせ

て学校外での学びの場というものの提供

をしていきたいと考え、これまでも土曜し

ゅくだい広場、それから、これは学校の中

にはなりますが、放課後しゅくだい広場等

でその状況を見出してきているところで

ございます。ただ、これをさらに取り組み

を進めていく上で、学校の教員等にお願い

するわけにはいかないとは重々わかって

おります。他のさまざまな市町村でこの公

教育でありながら、民間に委託して取り組

んでいる市がございますので、その市の状

況を見るにつけ、地域からのニーズがある

ということを踏まえて、本市でも取り組み

に踏み出したところでございます。 

 地区についてなんですが、子どもたちの

通塾率ですとか、学習の時間の状況等を考

慮して、このような配分で考えさせていた

だきました。 

 それから２５名という上限のある設定

なんですけれども、本市の規模や子どもた

ちの人数等を考慮し、５０名や１００名と

いう人数を初年度からというのはなかな

か適さないではないか、状況を見ながらと

いうようなことを考えたときに、一定、個

別の指導等もできる人数を考えた際、２５

名が妥当ではないかと考えたところがご

ざいます。 

 抽せんの件でございますが、やはりどこ

かで線引きをしなければならないと、これ



- 49 - 

 

は心が痛い部分でもございますけれども、

そういうところがございます。また、どの

子にもということで考えれば、どこかで何

かの選抜の方法を設けるというのは非常

に難しいところがございますので、抽せん

という形をとらせていただこうと思って

います。 

 続きまして、チャレンジテストの件でご

ざいます。 

 府内で多くの子どもたちが欠席したと

いう事案は、先日の府の会議におきまして

も学校の教員の説明が十分でなかったと

いうことで、二度とないようにということ

から、その学校でも今後の対応を考えられ、

府のほうからもそういったことが起こら

ないよう説明がございました。 

 本市では、そのようなことは発生いたし

ませんでしたけれども、かねてより１、２

年生の個人の評定や３年生の評定平均が

このチャレンジテストの結果により訂正

されるような場合があることについては、

改善の必要があると考えておりました。し

かし、高等学校入学選抜における評定が公

平に作成されるためには、このチャレンジ

テストに参加して、大阪府教育委員会から

の資料提供を受けるということは、必要な

ことであると考えております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、安藤委員から

の２回目のご質問にお答えいたします。 

 まず、千里丘地域で、今後マンション開

発により児童数の増加に伴っての学校施

設面での具体的な対応策についての内容

のご質問でございます。 

 今回、摂津小学校のケース、南千里丘地

域でのマンションが建っての児童数の増

加につきましては、先ほども木下課長のほ

うから答弁しておりますように、少しケー

スが異なる部分もあるのかなというよう

には考えております。 

 マンションの販売価格帯が南千里丘地

域とは少し異なり、やや高めの販売価格の

設定がされておるというようには聞いて

おります。もちろん子育て世代が転入して

こられるということは、我々といたしまし

てもシミュレーションはさせていただい

ております。 

 現在、平成２８年度では千里丘小学校は

６学年で１１クラスの普通学級での運用

をさせていただいておりますけれども、今

後、児童数増加も見込まれる中で、シミュ

レーションさせていただいている数字で

は、２クラスから３クラス程度の増、平成

３５年度までの数字で現在、推計しており

ますけれども、当面は空き教室等も利用し

ながら、対応は可能であると考えておりま

す。 

 ただ、これはあくまで予測でございます

ので、これが大幅に増加になりますと、グ

ラウンドの面積が狭いということもござ

いますので、現在のプールや体育館の敷地

活用も含めまして、情報収集も含めて、今

後、関係機関とも協議しながら、校舎整備

に不備がないように対応してまいりたい

とは考えております。 

 続きまして、校務員委託についてのご質

問でございます。 

 委員がおっしゃっていただいているよ

うに、当然校務員業務は、修繕等だけでは

ないということでございます。今回プロポ

ーザルでの選定ではなく、競争入札のほう

をさせていただいたということではあり

ますけれども、現在の校務員業務の質、レ

ベルを落とさないことが、まず我々として

も大前提ということで、仕様書に現在の校
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務員業務をもちろん入れさせていただい

ております。また、学校行事等への参加等

につきましても、仕様書の中に入れさせて

はいただいております。 

 そういった形で業務の質を落とさずに、

なおかつ財政的な効果も生み出すような

形での競争入札を実施させていただいた

ということではございます。 

 次に、同じ校務員の質問の中での今後、

現在の校務員のモチベーションを民間委

託が導入される中でどのように維持して

いくのかという内容のご質問でございま

すけれども、給食調理の業務委託を導入す

るときにも、同様の内容のご質問をいただ

いておったかもしれませんけれども、今後、

民間業者が入ることで業務の進め方、技能、

ノウハウ等、効率的に進めていただける部

分も多くあろうかと思っておりますので、

そのような部分で参考にしながら、切磋琢

磨と申しますか、そのような形で直営の校

務員の質も上げていければいいと考えて

おります。 

 続きまして、校務員業務に、民間委託を

導入することでの財政的な効果額につい

てでございます。 

 こちらにつきましては、平成２７年度の

正規職員の年間平均給与額を一人８１０

万円で、校務補助嘱託員の方の平均給与２

１０万円、合計１，０２０万円で１校あた

り算出させていただいております。 

 今回は３校でさせていただきますので、

合計といたしまして、直営でありますと３，

０６０万円かかってくるということでは

ございますが、民間委託では３年間で４，

０９５万２，４００円で落札をしていただ

いております。ですので、１年間で申しま

すと、１，３６５万８００円という金額と

なりますので、先ほど申しました直営での

３，０６０万円から１，３６５万８００円

を差し引きしました１，６９４万９，２０

０円、約１，７００万円が財政効果額とし

て見込まれるというように、我々としては

算出しております。 

 続きまして、小学校給食に係るご質問で

ございます。 

 今回、千里丘小学校につきまして、プロ

ポーザルによる選定をさせていただきま

して、お弁当の浜乃屋に決めさせていただ

いたところでございますが、万が一、契約

不履行等があった場合の代行保証ですけ

れども、事前に保証会社の確保についてヒ

アリングの中でも確認をさせていただい

ておるところでございます。現在、契約の

事務の手続を進めさせていただいており

まして、近々には締結させていただく予定

でございます。 

 もう１点、鳥飼西小学校、鳥飼北小学校

で今回、３月１日から業者変更ということ

で、ナフス株式会社のほうで今、移行のほ

う進めさせていただいております。この代

行保証会社の代行は、現在、つけさせてい

ただいておらないんですけれども、万が一

のことも考えまして、今後、業者と協議を

進めてまいりたいとは考えております。 

 もう１点、小学校給食に係りますご質問

で、現在、年度での契約の更新という形で

実施させていただいております。委員から

ご提案いただいております、年度途中から

の契約更新ということではございますけ

れども、我々といたしましては、これまで

と同様にこの千里丘小学校につきまして、

この４月１日からという形での年度更新

を考えさせていただいているところでご

ざいます。 

 今後、他市でそのような年度途中で進め

ておられるというようなお話もいただい
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ておりますので、研究してまいりたいとは

考えております。 

 次に、中学校給食についてのご質問でご

ざいます。 

 今回、平成２９年度で現在の３年間の契

約が切れるということで、平成３０年度の

更新に向けてのご質問でございます。我々

といたしましては、今後も安心・安全で栄

養バランスのとれた給食を一人でも多く

の方に喫食をしていただきたいという思

いで、実施をさせていただいておりますけ

れども、アンケートを先般とらせていただ

いた中でも、９５％の方が家庭からお弁当

を今持参していただいておるというよう

な本市の状況も踏まえまして、家庭弁当の

効用と申しますか、そのようなことも考え、

これまで同様に引き続きデリバリー選択

制での給食を実施していくということを

現在のところ考えております。 

 喫食率のご質問でございますけれども、

平成２８年度２学期末現在、５校での平均

が３．７％でございますが、最も高いとこ

ろで申しますと、６．９％、最も低い学校

で申しますと、０．５％というような状況

でございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 暫時休憩します。 

（午後３時１０分 休憩） 

（午後３時２９分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 家庭児童センターについ

てであります。 

 虐待の対応を本庁で行うということと、

子育て支援センター、児童発達支援センタ

ーとそれぞれの機能を生かしていくと。親

子教室も摂津市立つくし園との連携を強

めていくという点での委託だということ

であります。虐待問題というのは、特に通

報も多くなっていますし、いろんなところ

で事件も起きております。摂津市の場合は、

児童虐待のネットワークということも早

くから取り組まれているという点もあり

ますので、機能強化されることによって、

さらに虐待防止のつながりをお願いして

おきたいと思います。 

 就学援助金のことについてであります。 

 支給時期の話なんですけれども、国の動

向というようなお話もしていただきまし

たが、国のほうは、もう既に支給額を引き

上げて、支給日はいつですかという調査は

しておりますけれども、国会の中でも支給

時期を早めるべきだというような質問に

対し、各自治体に対しても意見を言ってい

くと、声をかけるというような答弁をされ

ているというように私は理解をしていま

す。そういったもとで、それぞれの自治体

がどういうふうにやっていくのかという

ことが問われていると思います。就学援助

金制度そのものが一般財源化によって国

からの補助金が実質上ほとんどない、いっ

たら単費のような状況で就学援助金制度

を運用されているということの中で、摂津

市の就学援助金制度の充実が子育て支援

にかなりの面で役割を果たしているわけ

であります。今の時代ですね、子育て世代

は特に入学という、それぞれの家庭にとっ

てみたら非常に喜ばしい人生においては

イベントを前にして費用面で大変苦しい

思いをしなきゃいけないような状況を少

しでも援助して、楽しく学校に通ってもら

う、保護者の方も新しい思いで入学式に参

加してもらうという、そういうような状況

をつくり出すためにも援助金の制度をフ

ルに活用するとともに、工夫をして支給時

期を早めていただきたいということを申
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し上げておきます。今年度についても８月

支給と言わず、１日も早く支給をすると、

せっかく増えたものを要望というか、お願

いしておきたいと思いますし、来年度に向

けた改善もお願いしておきます。 

 学童保育です。 

 現状、４校で６人待機児童がいるという

現段階ですね。これからまだ申し込みがあ

るかもしれませんが、今後申し込みがある

方は待機児童ということになります。やは

り待機児童の出ているところというのは、

定員からすると、入室予定者数が上回って

いる。とりわけ、今回、校舎を建設される

摂津小学校の資料によりますと１７２人

ということですね。摂津小学校の学童保育

は３教室利用されているということであ

りますが、三つでも１クラス５０人を上回

るような状況になっています。以前の旧味

舌体育館を壊した後のつくられた調理室

と、それから学童保育室、新しいものが建

っていますが、２教室足りないので空き教

室、ただでさえ不足している空き教室を利

用しているということであります。 

 平成３０年には校舎が建つということ

でありますけれども、この１年の間、その

子どもたちが放課後のクラス、時間を安全

に暮らせるためには、やはりきちんとした

環境整備をしないと、この年度途中でもし

ないといけないということは申し上げて

おきたいですし、対応をとるように強く求

めていきたいと思っています。 

 また、学童保育の指導員や保護者の方や

子どもたちからの声に耳を傾けて、できる

だけ設備面の整備、１年だけのことになる

かもしれないですけれども、工夫をして対

応をとるように求めておきたいと思いま

す。 

 民間委託については、私は反対の意見を

ずっと申し上げてきておりますが、少なく

とも進めていく上では、子ども・子育て会

議や分科会等々で出された意見をきちん

と尊重していくということを、段取りを踏

んでやっていくことが必要だと思います

ので、その点も申し上げておきたいと思い

ますし、民間委託とサービスの向上や整備

については切り離して、全学童保育室で計

画的に整備していくと、これは高学年の保

育もうたわれているわけですので、どうし

ていくのかビジョンもしっかり持ってい

ただきたいと思います。 

 私立高校の学習支援金支給事業につい

てでありますが、改めて単費ということで

なかなか増やすのはというようなお話で

はありましたけれども、子どもの貧困対策

や、国の制度も見ておかないといけないと

思いますけれども、高等教育に対する保護

者負担というのは、国際水準の中でも日本

は非常に高いと。逆に言えば、ＯＥＣＤ諸

国の中で高等教育に対して、公費がどれだ

け使われているかというランクを見ると、

日本は非常に低いという結果が出ていて、

国連の中でもようやく高等教育無償化の

条約を批准した、つい最近に批准したばか

りということでありますが、国にもきちん

と高等教育の負担軽減に向けて、声を上げ

ていっていただきたいですし、そのために

は摂津市も、みずから子どもたちが高校や

大学、専門学校に進学するときの援助の手

を差し伸べるというような姿勢をとって

いただきたいと申し上げておきます。 

 歯科検診にかかわって、子どもの貧困対

策について木下課長から現在やっておら

れるという、数多くの施策のことについて

お話をいただきました。現状では、中間層

がどんどん疲弊をしてきて、貧困層が拡大

をしていると言われています。大阪府の調
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査を見てみますと、今の貧困は表になかな

か出にくいと、中間値以上の世帯と困窮世

帯の家庭とで余り大きな差が出ないとい

うアンケートの結果が結構あるんですね。 

一方で、親と一緒に朝食を食べる週の回

数が３回から４回しかないという場合に、

困窮世帯の数が多いとか、親との会話が少

ないとか、それから塾に行けるか行けない

かとかいうようなところで、大きな差が出

てきています。持っているものであるとか、

生活面ではなかなか見えにくくて、学校で

も地域でも見えにくい中で、しかし貧困と

いうのは、その子どもたちが世帯の中でか

なり重くのしかかっているわけですので、

きちんと摂津市の中でも実態を把握した

上で対策を打っていく必要があるんでは

ないかと思っております。 

 大阪府は全国の中でも貧困率が非常に

高い、沖縄に次いで２番目の高さと言われ

ています。１人当たりの収入ですね、所得、

課税所得を納税者の数で割った数字を見

て、大阪府のランキングの数字があるんで

すけれども、大阪府内でも摂津市の場合、

これはかなり下のほうになっているんで

すね。上位と比べても相当数開きがありま

す。貧困率が高いと言われている大阪府の

中でも摂津市の１人当たりの個人の所得

というのは低い位置にあるというふうに

結果としてもあるわけで、実態調査、大阪

府の調査がありましたけれども、摂津市が

調査を行って貧困の状態や子どもたちが

置かれている状況を把握した上で対策を

打つことが必要だと、そういう点で言った

ら中学校給食であるとか、就学援助金制度

であるとか、先ほどの家庭学習のためにい

ろいろ工夫をしていくとか、いろいろなこ

とが求められていると思いますので、私も

この貧困対策問題を勉強していきたいと

思いますので、ぜひ対応を、議論を行って

いきたいと思います。 

 子どもの医療費助成についてでありま

す。 

 入院時食事療養費の問題です。大体、今

回では子ども医療費助成の予算額が３億

１,４９４万２，０００円計上されており

ます。その中で、入院時食事療養費の予算

は、わずか６０万円、これは住民税非課税

世帯であります。これをもとの全ての対象

となる子どもたちにまで広げれば、逆算し

ていくと大体３４０万円から４００万円

ぐらい。１食あたりの金額が来年度ですか

ね、現在１食３６０円が４６０円に上がり

ますからもう少し金額は上がるかと思い

ますが、全体から見ると金額的にはそれほ

どの大きな金額ではないんですが、入院し

たときの本当に不安になり、経済的にも困

っているような状況のもとで、入院したと

きの食事代がかかる、１食３６０円なら１

日１，０８０円、これが１０日入院すれば

１万円かかってくるわけで、その入院費の

食事代が払えないから入院をためらうと

いうような状況をつくり出してはならな

いと思います。高校卒業まで、大学まで結

構なことだと思います。しかし、それを進

めながら、本当に困ったときに援助の手が

差し伸べられない市というのは、子育て支

援を本当に考えているのかというような

批判を受けることもあるんじゃないかと

思います。入院時食事療養費の助成をやめ

てしまった。もしくは住民税非課税世帯に

しか認めていないという市は大阪府内で

現在５つしかないんですよ。改悪されてい

るのが５つしかない。しかもそれを元に戻

すためには数百万円でできるということ

なんですね。やる気があるかどうかという

ようなことが問われているというふうに
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思うんです。改めて、この点について、部

長からお考えをお聞かせいただきたいと

思います。 

 保育所についてです。 

 決定通知の日程については、忙しい時期

かと思いますけれども、やはり保護者の

方々の事情をよく理解していただいた上、

少しでも早めていただくようご検討いた

だくようにお願いをしておきたいという

ように思います。 

 それで２点お聞きしたいんですけれど

も、摂津市が年度途中にも、子どもを受け

入れるプロジェクトが行われていると、産

休・育児明けの方を予約していただいて入

ってもらうという制度があると、摂津市役

所の保育所のホームページの中に示され

ているんですね。それを見てみますと、各

園２人か３人のほどの枠が設けられてい

るんですね。現状の年度途中の待機児童の

数を見ると、なかなかそれでもとても受け

入れし切れない状況ではあるんですけれ

ども、この育休・産休明けの予約システム

というんでしょうか、安心して産み育てら

れる環境づくりの一環として予約モデル

事業を実施しているとホームページに書

かれています。これはどんなような形で運

用し、機能しているのかどうなのか、これ

のあり方について、もしくはこれをもう少

し拡大をして運用することはできないの

かどうなのか、お聞きしたい。 

 もう１点は、公立と民間との関係で、こ

の間、民営化や民間委託を進められる中で、

公立には公立の役割、民間には民間の役割、

住民や保護者にとってみたら、それぞれ選

択ができるというようなところで摂津市

の場合は、特に保育の分野では公立、私立

がお互い切磋琢磨しながら補い合いなが

ら摂津市の子育て、就学前児童教育等、進

めてきたということを何度もお聞きして

きているわけですね。今、目の前にいる待

機児童の解消は、やっぱり公立だからこそ

力を発揮できる、逆に言えば公立でなけれ

ば、今、目の前にいる待機児童を受け入れ

て、就学前、保育を必要としている子ども

の保育を実施していくことができるので

はないかなというように思うんです。民間

保育園であれば、設備投資、補助金がある

といえば、設備投資もありますし、人を継

続的に雇用し続けなければいけない、将来

の見通しを持ちながら、近い将来迎える少

子化の中で、数年後には過剰施設になって

しまうということのリスクがあるわけで

すね。しかし、公立の場合は、保育を必要

としている子どもに保育を提供するとい

うのは、児童福祉法が改正されたとはいえ、

行政に課せられた責任であって必要と認

定したからには、保育を実施しなければな

らないと思うんです。公立だからこそ、目

の前にある子どもたちの保育を受け入れ

る、しかもしっかりとした安全な施設を整

備してすることができる。それが子どもの

数が減っていったときには、今度は違う施

設として転用したりすることも行政だか

らこそできることだと思うんですね。そう

いう点で、午前中に水谷委員からご提案を

されていましたけれども、目の前の待機児

童の子どもたちを当面受け入れられる施

設を公としてやることができないだろう

か。もう既に決まってしまいましたけれど

も、コミニティプラザの１階のレストラン

の跡地が一時期なかなか決まらないと言

っていたので、あのような場所を活用でき

ないだろうか。もしくは、統廃合によって

なくなった旧味舌小学校とか、旧三宅小学

校の耐震強度のある校舎を活用して待機

児童の受け入れの施設として活用するこ
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とができないだろうか。現に茨木市や高槻

市では、そういった制度をとって受け入れ

をやっているわけで、そういった対応を摂

津市立、公だからこそできることとして踏

み出すべきだと思います。その点、産休明

け、育休明けの予約モデル事業とあわせて

お考えをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 保育料につきましては、また減免の制度

などについては、また研究をしていただき

たいなというように思います。いろいろな

自治体で、今の子育ての問題を他市との競

争という観点だけでなく、目の前の子ども

たちから子育てをどうやって応援してい

こうかということで知恵を絞っておられ

ます。保育料の負担軽減ということも大き

な子育て支援ということになります。多子

減免というのは、とりわけ、たくさんの子

どもを抱えながら子育てをしている方を

応援する制度ですので、線を引けば必ずそ

こにボーダーがあって、少しのことで受け

られる、受けられない人を生み出すことに

なりますので、研究をしていただきたいと

思います。 

 外国語活動です。 

 ＤＲＥＡＭでその教材も既に鳥飼西小

学校や鳥飼北小学校でモデル事業として

やっておられて、子どもたち児童も非常に

楽しくやっているというようなご報告が

ありましたし、英語に親しんでもらいたい

というような思いというのは、よくそれは

全然否定するものではありません。 

 ただ一方で、それぞれの学校や学年やそ

れぞれのクラスで、その子たちに合った今

やるべきものという課題というのがあっ

て、そういうふうに編成されている。そこ

にそれを追っ払ってまでやるようなこと

ではないとおっしゃるのであれば、それ以

外に時間をつくらないといけないと。帰り

の時間１５分子どもたちを集中させて、今

でも非常に時間が足りない中で、それを押

し込んでいく。毎週二、三回だけど、それ

にこだわる必要がないと言いながらも、こ

れは６年間で計画されているものだとい

うふうに思うんですね。グレード１からグ

レード６までいくわけですから、１年の中

で、それはやり終えないといけないのでは

ないかと、翌年のことを考えますと。そう

すると強制ではないけれども、いったらそ

れに追われていくと。通常の教科でも時間

が足りないというような状況が生まれて

いる中で、夏休みも減らされていく中で、

そういったモジュール、そのＤＲＥＡＭの

ことで学校の教科の編成権そのものも脅

かされている。子どもたちの負担も大きく

なってしまうということになりはしない

かという心配をしています。このＤＲＥＡ

Ｍについて、いろいろおっしゃっているん

ですけれども、これは教育委員会としてや

ってほしいけども、強制ではないのか。や

るかどうかは、あくまでも各学校の編成権

にかかわる問題として、自主性を重んじる

のかどうなのか、その点だけ聞かせくださ

い。 

 学力向上の中で、（仮称）せっつＳＵＮ

ＳＵＮ塾についてです。 

 少なくとも公立といいますか、公教育を

担う教育委員会が子どもたちに提供する

学校外での勉強の機会であって、しかもそ

れは無償だと。意欲のある子どもは、少な

くとも全員に受けさせてあげないといけ

ないのではないかなというように思うん

ですね。基本は、全ての子どもを対象にし

たものでなければいけないと思うんです。

条件があるので、抽せんということになり

ますと、公の教育としていかがなものかと
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いうように思います。２５人で塾をやると

いうのは、要は個別の指導を丁寧にやろう

と思うと２５人だということになるわけ

なんですよね。これが学校で２５人のクラ

スを設けて、一人ひとりに目を向けた少人

数学級がやれたとしたら、この問題はかな

りの面で解決していくことになるんだと

いうことの裏返しだと僕は感じたんです

よ。すぐに２５人学級、３０人学級という

ことにはならないと思うし、代表質問の中

でもいろいろ研究もされ、総合教育会議の

中でも意見が出て、研究しているというよ

うなご答弁をいただいておりますので、少

人数学級を進めて、子どもと先生との比率

をもっと縮めて、少人数学級こそ本来なら

教育委員会が取り組むべきものだという

ように思います。少人数学級を早期に進め

ていくことを、求めておきたいと思います。 

 ですから、その公教育として抽せんで人

数を絞ってしまうということは、やっぱり

これはどう考えてもおかしいと思うんで

すが、部長、教育長、お考えをお聞かせい

ただきたいです。その辺の議論を教育委員

会の中でどのようにされたのか。恐らく市

民の方や保護者の方からも疑問の声が上

がると思うんですよ。そこはきちんと整理

して、どんな議論をしてどうやって説明す

るのか問われると思います。お答えくださ

い。 

 千里丘のマンション開発については、不

透明な部分と、それから南千里丘開発のと

きと、マンションの価格帯の違い等で、ど

ういった世帯層の方が来られるのかとい

うのは、違うのかなというようなお話もい

ただきましたが、どんな状況になっても受

け入れをどうするのかというのは、いろん

なシミュレーションの中で準備を進めて

いく必要があるというように思います。非

常に困難な検討課題だと思いますけれど

も、全庁的にまちづくりにかかわっている

問題とも言えますので、全庁的な問題提起

をしていただいて、シミュレーションの検

討を早期に具体的に示していただくこと

を要望しておきたいと思います。 

 校務員の民間委託のことであります。 

 退職者不補充によって、民間委託がこれ

から拡大していく学校業務がそれぞれ切

り売りのような形で民間委託していくと

いうことで目先の効果額というものは示

されますけれども、長い目で見たときに、

一つの学校、その学校の児童や保護者、地

域を巻き込んでまちづくりの中心として

位置づけある学校そのものが非常に弱く

なっていくようなことを感じます。民間委

託ということでありますので、民間業者の

経営状況も含めて、それから学校との連携

なども注視をしながら、これから私も注目

をしながら指摘もしていきたいと思いま

す。このぐらいにしておきます。 

 給食です。 

 先ほど年度始まりの切り替えでは、現場

の混乱、もしくは多忙化によって起きたら

大変な事態を招いてしまいかねないよう

なアレルギーや衛生管理の問題など、リス

クをはらんだ時期だと思うんですね。そう

いった意味から年度途中、例えば２学期か

らスタートするというようなことができ

ないか。もしくは、今回は４月からスター

トするのであれば、学校現場でその打ち合

わせであったり、給食指導であったり、学

校内での打ち合わせ等、フォローする体制

が求められると思うんです。その点先ほど

ご答弁がなかったので、もう一度ご答弁を

いただきたいと思います。 

 民間委託ですので、双葉給食のようなこ

とがあってはなりませんけれども、当然こ
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ういったことというのは起こり得ること

だと思いますので、この点はよく注意して

いただきたい、注視もしていただきたいで

すし、給食の民間委託の検証会議が開かれ

ていると思うんです。ここ最近は２年に１

回という形になってきたと思うんですね。

中身についても、やはり公のほうがきっち

りと見ながら逆に学ぶこともあるでしょ

うし、逆に注意をしなきゃいけない点もあ

るでしょうけれども、やはり小まめな検証

をしながらやっていただきたいと。やっぱ

り事故があることが一番あかんことだと

思いますので、民間委託にせよ、直営にせ

よ、衛生管理基準やアレルギーのマニュア

ル等、新しくなっていると思いますので、

それを重視しながら進めていただきたい

と、これ以上の民間委託は、拡大をしない

ことを強く訴えておきたいと思います。そ

の体制のことだけをお答えください。 

 中学校給食です。 

 学校によって、喫食率の差が大きいとい

っても一番高いところで６．９％、低いと

ころでいくと０．５％です。０．５％とい

いますと、１人も食べていない、誰も頼ん

でいない日にちというのが必ずあります

よね。中学校給食の契約は、１食あたり２

９０円が委託契約ですね、消費税別で。ゼ

ロでも契約している会社は１食でも２食

でも車を走らせて５校回るわけですね。そ

れぞれの学校には、配膳員がいらっしゃる

と。この日はうちの学校誰も注文していな

いけれども、配膳員は配置されていると。

中学校給食、これは契約だから仕方がない

と言ってしまえばそうかもしれませんが、

もともとの目標３０％、予算では１５％を

見込んでつくられているような契約が３．

７％、学校によっては０．５％というよう

な状況であれば、これは民間の受託されて

いる会社にとっても、これは大変な契約で、

相当苦しめられていると思うんですよ。次

回の契約更新のときに、こんな金額でやれ

ないとか、契約の中身の見直しなどを求め

られたり、もしくは、応募をかけても摂津

市の喫食率でしたら無理ですと言って手

を挙げられる会社がなくなっていく可能

性だって十分考えられると思うんですね。

その点この喫食率の低さというのは、中学

校を運営している行政側の給食に対する

考え方の問題であると同時に委託してい

る民間会社の経営とか、業者を泣かしてし

まっているような契約を公が押しつけて

いるということにもなっているわけで、喫

食率がこれだけ低いというのは、その点よ

く考えないといけないことだと思うんで

す。この０．５％、それから次に低いとこ

ろは２．６％、２．９％、４．６％、６．

９％と本当に低い状況です。各学校、地域

ごとによっても、こんなに差があるのは何

が原因なのか、実態をきちんと把握できて

いるのかどうなのか。９割以上の方が家か

ら弁当を持ってきているという回答をお

っしゃいましたけれども、これは家庭の愛

情弁当ですかと、コンビニのお弁当ではな

いんですか、そういうところをきちんと把

握をした上で、きちんと中学校給食を真剣

に見直さないと、これは一体どういった事

業なのかと言われてしまうようなものだ

と思うんですね。どうですか、お考えをお

聞かせください。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

に係ります２点につきましてはご答弁申

し上げます。 

 まず産休・育休明け予約の状況でござい

ます。 

 働かれている女性の方にとりまして、産
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休・育休明け勤務に復帰されるとき、子ど

もがスムーズに保育所等に入所できるか

というのは心配の一つだと考えます。現在、

本市では、ホームページでも公開しており

ますけれども、妊娠１６週以上の方で産

休・育休を取得予定の方、また現在、産休・

育休を取得されている方を対象に４月１

日、また１０月１日に産休・育休が終了す

る方のため、入所希望日、また入所希望日

の属する年度の４月１日現在、産休明けか

ら満年齢が１歳に達していない子どもを

対象とした産休・育休明け予約をしている

ところでございます。市内では、平成２８

年度公立保育所が３園、民間保育園１２園

で実施しており、各園３人の定員のもとで

先着順という形で受付をさせていただい

ております。園によっては、すぐに埋まっ

て待機といった状況のところもございま

す。この制度自身についても産休・育休明

けの保護者の方にとっては有効な制度と

してご活用いただいています。 

 また、この前、新聞報道でも載っていま

したけれども、国のほうでは妊娠中からの

保育所申請等といったことの記事も載っ

ておりました。そういった動向も踏まえた

中で、この制度が充実するような形で検討

してまいりたいと考えております。 

 それと公立保育所としての受け入れ体

制の整備の考え方でございますけれども、

施設整備であったり運営経費が一部を除

き配置されている現状の中では、繰り返し

になりますけれども、なかなか公としての

施設整備、運営というのは、困難な状況に

はございます。そのような中で、市として、

市の役割の一つでもあると思いますけれ

ども、千里丘新町の保育需要に対応するた

めには、山田川公園内といった公園用地の

中に保育所用地を位置づけ、そこで待機児

童解消を図るといった施策も展開をして

いるところでございます。今後も民間の施

設整備に対する補助であったり、運営をサ

ポートしていく中で、待機児童対策の体制

を整備していきたいと考えているところ

でございます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 ＤＲＥＡＭにかか

わりますご質問にお答え申し上げます。 

 委員がおっしゃいますように、教育課程

の編成権というのは教育委員会ではなく、

校長にあるものでございますし、そもそも

このＤＲＥＡＭは授業の中で行うもので

はございません。強制かと言われますと言

葉としてはそぐわないなとは考えていま

す。強制か、自由かという論ではなく、あ

くまでも新学習指導要領を見据え、英語に

親しむことの大切さ、またリズムやテンポ

のよいＤＶＤでございますので、子どもた

ちの生活のリズムの一種を整えるような、

そういう効果のあるものとして考えた際

に、その効果があるものをほかの取り組み

等々とあわせて鑑みたときに、子どもや学

校の実情にあわせて行うものとして考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 （仮称）せっつＳ

ＵＮＳＵＮ塾に関わるご質問にご答弁申

し上げます。 

 公教育であるならば、全員受け入れるの

が当然ではないかという考え方もあると

は思います。公の教育というのが、学校教

育そのものを指すのか、それとも教育委員

会が行う機会であるのか、考え方というの

はいろいろあると思いますが、希望者が多

ければ、意欲ある子どもが多ければ全員受



- 59 - 

 

け入れるというのは理想だと思っていま

す。 

 ただ、現状では本市の子どもたちの学校

外での学習に対しての意欲というものは、

大変低い状況がございます。例えば土曜し

ゅくだい広場でも多い日には、一つの会場

に２０人を超えて、３０人近くの子どもが

来ることもありますが、ゼロという日もご

ざいます。数名ということが多いんですけ

れども、来た子どもについては意欲的に学

んでいる現状がございます。今回も２５名

という定員なんですけれども、それが埋ま

ってしまう、あるいはあふれそうになる、

そんな状況になれば、これは私たちもうれ

しい悲鳴ですが、まず現状でいうと、なか

なか厳しいのではないかということも思

っています。 

 そこで代表質問にもございましたが、学

校やホームページ等での呼びかけ、あるい

はこの趣旨というものをまず周知して、学

ぶ機会というものを提供しますよという

ことを広めながら、まず開いてみたいと思

っています。 

 何度か担当者等とも協議している中で、

現状の学校外での学習意欲のない状況を

どう解決できるのか、その部分にまずスポ

ットを当てたいと考えている次第でござ

います。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、小学校給食に

ついてのご質問にお答えさせていただき

ます。 

 今回、千里丘小学校については、年度更

新でのスタートということで、現在、進め

させていただいております。委員がおっし

ゃいますように、当然新しいクラスであっ

たり、新入学の児童が入ってくるといった

こともございます。我々は、これまで学校

管理職、また栄養教諭や養護教諭をはじめ、

学校の関係職員方と体制につきまして連

携をいたしまして、当然アレルギーをお持

ちのお子様のことでございましたら、年度

末にいろいろな情報を引き継ぎ等もさせ

ていただく中で、安心・安全な給食を提供

するということで、不備のないように、こ

れまで努めてまいったところでございま

す。今後も年度末のタイトな中での引き継

ぎ等ということではあるんですけれども、

その部分につきましては、重々注意しなが

ら不備のないようこれまでと同様に実施

してまいりたいというように考えており

ます。 

 次に、中学校給食のご質問でございます。 

 先ほど申しました喫食率、２学期末で一

番低いところが０．５％というようなこと

ではございますけれども、ゼロであるとい

う日は、現在、発生しておりません。一番

少ないところで、お二人から４人程度の予

約申し込み、喫食の状況ではございます。

今後、平成３０年度から新たな業者の選定

に向けて、平成２９年度にはプロポーザル

による選定を実施していく予定でござい

ますけれども、確かにおっしゃるように、

今、請け負っていただいている業者の利益

の状況につきましては、今の喫食率では正

直なところ、しんどいというようなお声も

聞いております。ただ、中学校給食だけで

はなく、ほかにも産業弁当であったり、民

間での食堂等実施されて、トータルでは利

益は出しておられるというようなことは

確認をさせていただいております。 

しかし、今の喫食率でということで申し

ますと、現状、難しいところもあろうかな

とは思っておりますけれども、我々その部

分は、経営状況も小学校給食と同様に、そ
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こは、きっちりと把握しながら、業者選定

をさせていただきたいと思っております。 

 その喫食率が低いという部分で、各学校

の状況の把握についてのご質問でござい

ますけれども、確かに今一番高い学校で６．

９％であったと思うんですけれども、高い

学校につきましては、以前その学校の中で

食堂が実施されておられたということで、

食堂を利用されておられた方がデリバリ

ーの選択制の給食に移行されている部分

もあるのかなと思っております。平均では

ございますけれども、高い日であれば１

０％を超えている日ももちろんございま

す。低い喫食率の学校につきましては、現

在、中学校給食の今後のあり方について検

討委員会を設けまして、学校長にも出席し

ていただきまして、各学校のそれぞれの現

状について確認をさせていただいており

ます。低い学校で申しますとやはり通学前

にお弁当を、コンビニや販売店で購入され

ていると、またパンやジュースだけで昼食

をとっておられる生徒も現状少数ながら

いるということも確認をさせていただい

ております。アンケートの結果もそうなん

ですけれども、全体では家庭からのお弁当

を持ってきておられる方が多いという現

状はございますけれども、その少数のパン

やジュースだけで昼食を済ませておられ

る方に対しまして、やはり栄養バランスの

とれた安心・安全なデリバリーの給食を今

後も一人でも多くの方に食べていただく

よういろんな形で改善を図ってまいりた

いと考えております。 

○市来賢太郎委員長 山本部長。 

○山本教育総務部長 ご質問の中で、子ど

も医療に関するご質問をいただいており

ます。 

 特に入院時食事療養費というところで

ございます。現時点での考え方ということ

かなと思っております。我々といたしまし

ては、第５次行政改革の中でそういう項目

がございます。各種医療の単独のところは

廃止を含めた見直しを行うということで、

議員各位におかれてもご紹介をさせてい

ただいているところでございます。現在は、

第５次行革に沿った形が我々としてやる

べきことかなというように思っておりま

す。 

 それと就学援助の新入学児童生徒学用

品費ということで、委員のほうから何回か

ご質問いただいております。民生常任委員

会の所管でございますけれども、生活保護

を受けておられる方は入学準備金という

ことで、入学前の３月にお支払いになって

います。国におかれては厚生労働省ですけ

れども、そういう考え方のところもござい

ます。文部科学省におかれましては、やは

り義務教育というところを主眼に置いて

おられますので、入学後ということがキー

ワードになってまいります。そのあたり特

に、委員のご質問の趣旨は、中学校入学前

にというところかなということは感じて

おります。ただ、今回のように、もし増額

になるときに、前年度の６年生でお支払い

をいたしますと、国の単価で申しますと倍

近くになりますけれども、そういう制度に

変えた場合、低い単価でお支払いをする必

要があります。その辺のことをいろいろ考

えますと、やはり我々としては、国のほう

で今ご議論いただいておりますので、国全

体としてどういうふうにお考えになるの

かというのを注視してまいりたいという

ようなところが現状でございます。 

 それと給食関係で、小学校、中学校とも

ご質問をいただいております。まず小学校

のところで、民間委託等々、また業者の場



- 61 - 

 

合によっては切り替えの際の対応という

ことでございますけれども、現在、千里丘

小学校を対応いただく業者が決まってお

りますので、我々は今すぐ何ができるかと

いいますと、ここ直近のメニューを業者に

お渡しをすると。その中でアレルギーの対

応の方はこういうふうな対応をしている

ということで、事前の学習をしていただく

ということは可能でございますので、その

辺のことは担当がいろいろ考えていると

思います。既にやっているところは多々あ

ると思いますので、短期的に何ができるか、

中長期的に何ができるか、また委員がおっ

しゃっておられる２学期導入に向けて研

究もしてまいりたいというように考えて

おります。 

 中学校給食の件でございます。委員のほ

うからご質問がありました来年４月に更

新時期を迎えるということで、通常でいき

ますと第３回定例会に債務負担をお願い

して、５か月いただければ、それから業者

のほうをお探しするということになろう

かと思います。 

 そういう意味からいいますと、来年度、

平成３０年度に向けて我々としては何を

すべきなのか、今のままの制度を継続すべ

きなのか、また改めてもう一度内部検討を

する時期であるということは確かでござ

います。各議員のほうから子どもの貧困と

いうキーワードでもたくさんのご質問を

いただいております。その辺のことも鑑み

ながら庁内全体で研究してまいりたいと

考えております。 

○市来賢太郎委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 まずＤＲＥＡＭについ

てでございますけれども、英語教育につい

ては一般質問をお受けしたときにお話し

させていただいたと思いますが、小学校に

おいて、教科に英語は入ってくるというの

は、外国語が入ってくるというのは、物す

ごい改革だというふうに思っております。

その割には、国のほうから人的なり、ある

いは予算的な措置が余りないということ

で、我々地方公共団体の教育委員会として

も非常に困っておるわけですけれども、一

番困っておられるのは、教えなければなら

ない小学校の先生方と思います。そういう

意味で、このＤＲＥＡＭというのは、強制

かと言われますと強制して、絶対にこれを

しなさいということで職務命令を発して

やるつもりはございませんけれども、やは

り今のモデル的に実施しております鳥飼

西小学校、あるいは鳥飼北小学校の状況、

子どもたちの様子、先生方の取り組み状況

を見ていますと、これは今後の摂津市にお

ける小学校の英語教育に役立つものであ

るというふうに考えておりますので、強制

ではございませんが、各学校で、ぜひやっ

ていただきたいというふうに思っており

ます。 

 また、それぞれの学校の中で、もしされ

ないのであれば、その学校としてどういう

形で英語教育をやっていかれるつもりな

のかということは、我々教育課程を決める

のは学校ではございますが、指導する権限

がございますので、どういうようにやって

いくのかということは聞かせていただき

たいと思っております。 

 なかなか大変な中、先生方が本当に授業

だけじゃなくて、先ほど委員のほうからあ

りましたように読書であるとか、小テスト

であるとか、百マスであるとか、朝もいろ

んな取り組みをしていただいております。

大変なのはよくわかります。ですから、優

先順位をどう考えるのかということで考

えていただかざる得ない状況なのかなと
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思っております。 

 それともう一つは、やっぱりこれは、小

学校に英語という教科ができると同時に、

中学校の英語教育も変えていくというこ

とで文部科学省のほうは言われておりま

す。そういう意味で、本市の場合、二つの

小学校から一つの中学校に行かれるとい

うことで、小学校で異なった形の取り組み

の子どもたちが中学校へ来た場合に、中学

校の英語教育はどうなるのかということ

もありますから、そのあたりも小学校同士

できちんと議論していただいて、中学校区

で、中学校の教員も交えた上で、やっぱり

今後の摂津市の英語教育をどうしていく

のかという議論も必要なのかなというよ

うに思います。 

 次に（仮称）せっつＳＵＮＳＵＮ塾でご

ざいますが、これは、やはり、教育委員会

が税金を使って実施させていく事業とい

うことであるならば、公教育と言えるのか

なというふうに思いますが、決して学校の

教育課程の一環としてやるということで

はございませんので、あくまでも学校の授

業外での子どもたちへの学習習慣の定着

を図りたいという趣旨でございます。本来

であれば、宿題等を出して、子どもたちが

それを家庭できちんとやってきていただ

いたらありがたいと思って我々はいろん

な授業をしておりますが、実際には宿題を

出してもやってこない、やってこれない子

どももいまして、各学校では放課後、そう

いう子どもたちの手当に先生方が取り組

んでいただいている状況もございます。 

 そういうことで、これ以上、学校で先生

方の力で、そういう事業をやるということ

はなかなか難しいのではないかというこ

とで我々は民間の塾等の力をかりようと

いうことで考えた次第でございます。 

 先進の取り組みをしている市町村、全国

的にもございます。そういうところの情報

等を入れましたときに、全員というふうな

形で果たして、それだけの参加者がいるの

かどうかということも、先ほど部長も申し

ましたが、私たちは一定危惧をしておりま

すので、今回はこういう形で、しかも教科

も、学年も限らせていただいて実施をさせ

ていただこうと思っておりますが、今後こ

の結果を見て、また今後のやり方について

は考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 保育所ですね、産休・育休

明けの予約モデルというのが現実にあっ

て、一定ある意味機能もしている面という

ところだとは思うんですけれども、こうい

ったものも周知も図りながら、しかし、今

の受け入れ状況では周知してもなかなか

大変な部分もあるけれども、ただ、チャン

スは多くの人に知っていただく必要もあ

るので、周知もしっかりしていただきたい。

要は受け入れの体制そのものが広がらな

いことには、この今の慢性的な待機児童問

題というのは、根本的に解決していくとい

うのはなかなか難しいと思います。ただ、

少子化が進んで、否が応にもどんな今、少

子化対策といっても、全体的に人口抑制社

会の中で、子どもが減っていくというのは

まぎれもない事実であるわけで、その減っ

ていくスピードをどれだけ緩やかにして

いくのかというのが、今、行政や政治にも

問われている問題。その中で、目の前の働

きながら子育てをする子育て世代のお父

さんやお母さんをどう支えていくのかと

いうのが、今、社会が行政に求めている要

求だということでありますので、一時的と

いってもかなりの期間だと思いますが、そ
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の間でも漏れのないようにちゃんと保育

ができるような体制をつくるということ

は、摂津市だけでなく、国の責任は大きい

んですけれども、摂津市としてもそれぞれ

の自治体で工夫をして、何らかの形で示し

てやっているわけですので、やってほしい

と。少なくとも私は、午前中も少しありま

したけれども、子どもをまるで物を運ぶよ

うな、またはあいているスペースに押し込

むような安威川以北から以南に動かすよ

うなやり方ではなくて、預ける側、子ども、

そして保育者の顔が見えて、一緒に子育て

ができるような環境は暫定的なものであ

るとしても、それは保障されるべきだと思

っておりますので、いろいろ注文ばかりつ

けておりますけれども、待機児童対策につ

いては、しんどさも理解はしているつもり

です。ただ、できることは他市を見たらま

だあるんではないかという意味で申し上

げております。そういうことだとご理解を

いただきたいと思います。保育所のほうは

このぐらいに、要望といいますか、意見と

しておきます。 

 それから給食ですね、中学校給食、こと

し１年もないですね、来年の４月からやろ

うと思えば、一定どういうものにしていく

のか、何を改善するのか、どこをどう子ど

もたちに提供するのか、何のためにやるの

かというような議論をやっぱりやってい

ただきたいですし、スタートするときに、

保護者からの期待というのはやっぱり大

きかったわけです。もちろん家庭のお弁当

を大事にされている方もいらっしゃるわ

けで、デリバリー選択制という、そういっ

たゴールに着いたわけですけれども、そこ

に行くまでの議論というのは、いろんな意

見が出ているわけで、それはやっぱり大事

な財産だと思いますし、次のまた契約をす

るのであれば、その次の契約に、それまで

の議論もやっぱりきちんと生かさないと

いけないし、これからの半年ぐらいの議論

の中でも市民を巻き込んでやっていただ

きたいと要請しておきたいと思います。 

 それから学力向上と英語の教育のこと

ですが、ＤＲＥＡＭがあかんとか、けしか

らんというような意味合いではないんで

すけれども、例えば英語であれば、学習指

導要領が数年先に実施されていくと。今の

外国語活動が教科として英語科となって

いくということになる。今、教育長もおっ

しゃったように、それに対して国のほうか

らなかなか時間も、その人員の配置等もな

かなか示されていなくて、教育委員会の現

場も非常にどうなるか不安だというよう

な気持ちはおっしゃるとおりだというふ

うに思うんです。 

 一方で、今回のＤＲＥＡＭというのは、

少なくとも教科になる前の段階の準備期

間として取り組んでやっていこうと、事前

に楽しみながら、英語に親しんでおいても

らおうというような意味合いなのかなと

思うんです。そうであるならば、先生たち

が研修して実践の中でどう生かしていく

のかということが問われてくるわけで、や

っぱり支援する体制というのも保障しな

ければ、現場だけが強制とは言わないけれ

ども、じゃあ、代替措置をどう考えている

んだと言われれば、ほとんど強制に近い状

況になっていくわけで、モジュールで今や

っているやつを押しのけるか、それ以外の

ところに無理やり押し込んでいくか、給食

を食べた後、みんな落ちつかない中、外に

遊びに行きたいのを待って待ってと１５

分間時間をとるとか、いろんな工夫をせざ

るを得なくなってきて、学校生活全体の中

が非常に窮屈なものになってしまいかね
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ない。そこには、やっぱりきちんと人員的

な配置であるとか、英語指導員、外国語指

導員というのもあるようなんですけれど

も、もっと手厚く援助をしていく、相談員

を派遣していくというようなことも同時

にやっていかないといけないのではない

かなというように思います。 

 あわせて、何度も言うようですけれども、

やはり少なくともそれぞれの学校の条件

や子どもたちの置かれている環境、いろん

なところから一番いいものをということ

で学校が考えていろいろな教育活動を実

践されていくわけですので、そこの中の一

つとしてＤＲＥＡＭを位置づけるべきだ

というように私は思います。そう申し上げ

ておきたいと思います。 

 子ども医療費助成については、これから

も入院時食事療養費については、強く求め

ていきたいということです。 

 就学援助金制度についても同様です。早

期の支給を求めておきたいと、研究をして

いただきたいということ。 

 それから今年度では、もう３月は無理で

すけれども、８月ではなくて、早く支給で

きるような工夫と努力をやっていただき

たいということを申し上げて、終わります。 

○市来賢太郎委員長 本日の委員会はこ

の程度にとどめ散会します。 

（午後４時２９分 散会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 文教常任委員長  市 来 賢太郎 

 

 

 

 文教常任委員   渡 辺 慎 吾 

 

 

 

 


